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本
年
九
月
キ
ュ
ー
バ
の
首
都
ハ
バ
ナ
で
附
雌
さ
れ
た
節
六
回
非
同
盟
首
脳
会
談
で
新
た
に
六
ヵ
国
、
二
組
織
が
加
盟
し
、
六
一
年
二
五
カ国で発足した非同盟運動は一八年を経た今日正式加盟国九二カ国三解放糺脚←オブザーバーを含めると一○四カ国
五組織となり、世界の約一一一分の一一の国を含むこととなった。そして、非同盟迦動は逓的に噸大しただけでなく、七○
年
代
に
は
帝
国
主
義
と
対
決
し
て
世
界
政
治
に
形
容
を
与
え
る
大
き
な
国
際
的
勢
力
と
し
て
成
長
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
間
に
、
非
同
盟
政
簸
の
内
容
、
原
則
に
つ
い
て
、
非
同
盟
迦
動
の
発
展
に
応
じ
て
、
変
遷
し
発
展
し
て
き
た
。
こ
の
小
論
で
は
主
と
し
て
非
同
盟
諸国首脳会議での公式文書に即して、非同盟政策の原則目標がどのように規定されてきたかを考察する。改めて云う
までもなく、非同盟諸国首脳会議に参加している国はさまざまであり、社会主義体制の国もあれば、帝国主義に従属
す
る
国
も
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
国
の
政
権
の
質
に
よ
っ
て
、
非
同
盟
政
簸
に
つ
い
て
も
見
解
の
ち
が
い
が
あ
る
し
、
活
動
も
こ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
非
同
盟
迦
動
は
、
そ
の
相
違
を
前
提
に
し
た
う
え
で
共
通
の
課
題
に
も
と
づ
き
、
一
致
し
た
行
動
を
と
っ
てきたし、また、非同盟の原則についても見解の一致をかちとってきた。非同盟諸国首脳会議の公式文書は、コンセ
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
は
じ
め
に
土
生
長
穂
「
ア
フ
リ
カ
の
年
」
と
称
せ
ら
れ
る
一
九
六
○
年
に
は
、
ア
フ
リ
カ
で
一
七
の
械
民
地
が
独
立
し
、
非
同
盟
主
義
の
立
場
に
立
つ
国
も
急
速
に
増
加
し
、
非
同
盟
政
策
を
と
る
国
々
が
結
集
し
て
行
動
す
る
機
運
が
生
じ
た
。
一
九
六
○
年
秋
の
筋
一
五
回
口
述
総
会
に
際
し
て
、
チ
ト
ー
・
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
大
統
領
、
ナ
セ
ル
・
ア
ラ
ブ
迎
合
大
統
領
、
エ
ム
ク
ル
マ
・
ガ
ー
ナ
大
統
領
、
ス
ヵ
ル
ノ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
統
領
、
ネ
ル
ー
・
イ
ン
ド
首
相
の
非
同
肌
五
ヵ
国
の
首
脳
が
協
議
し
、
国
際
緊
張
緩
和
の
た
め
米
ソ
両
国
の
首
脳
会
談
を
剛
雌
す
る
こ
と
を
求
め
た
共
同
決
議
案
を
塁
川
し
た
。
こ
の
決
議
案
は
成
立
の
凡
込
が
少
か
つ
た
の
で
撤
回
さ
れ
た
が
、
非
同
盟
諸
国
の
最
初
の
共
同
行
動
で
あ
り
、
非
同
盟
諸
国
結
集
へ
の
道
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
年
二
月
チ
ト
ー
は
、
ア
フ
リ
カ
九
ヵ
国
を
歴
訪
し
、
非
同
盟
諸
国
首
脳
会
議
の
開
催
を
説
い
た
。
ナ
セ
ル
は
、
こ
れ
に
応
じ
て
、
四
月
カ
イ
ロ
で
首
脳会談附雌のための螂備会議をおこなうことに合意した。たまたまカィ四を訪川していたスヵルノもこれに徒同し、
ま
た
、
当
初
首
脳
会
談
開
催
に
難
色
を
示
し
て
い
た
ネ
ル
ー
も
岐
後
に
従
成
し
て
、
四
ヵ
国
首
脳
の
名
で
、
カ
イ
ロ
準
備
会
議
へ
の
招
待
非
同
盟
連
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
一一
ソ
サ
ス
で
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
に
規
定
さ
れ
た
非
何
拠
迦
動
の
原
則
・
雑
木
的
、
標
は
、
各
国
の
見
解
の
相
違
を
克
服
し
て
、
非
同
盟
諸
国
全
体
が
一
致
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
式
文
書
で
規
定
さ
れ
た
原
則
・
基
本
的
目
標
の
発
展
は
、
非
同
盟
運
動
全
休
の
発
展
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
注（１
）
節
六
回
首
脳
会
談
以
後
ビ
ル
マ
が
脱
退
を
宣
言
し
た
。
ま
た
ジ
ソ
ペ
プ
ニ
愛
国
戦
線
は
正
式
川
側
し
て
い
る
解
放
組
織
で
あ
っ
た
が
、
四
月
十
八
Ⅲ
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
独
立
に
と
も
な
い
ジ
ン
バ
ブ
エ
共
和
国
と
し
て
正
式
加
盟
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
は
九
二
カ
Ｎ
二
解
放
細
微
で
あ
る
。
一、
この基準のうち③⑳⑤は、狭義の非同盟の定義とも云うべきものであって、軍事同盟に参加せず、外国に軍事基地
を提供しないという非同盟の原則を示している。ただし、この規定には、すべて「大国間の対抗を背景として」とい
う限定がつけられており、全面的に軍事同盟への不参加を表明したものではなく、また軍事条約の締結や、外国への
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
一一一
状が非同盟諸国に送られた。
六一年六月、二○カ国の代表が参加して準備会議が開催され、九月にベオグラードで非同棚諸国首脳会談を開催す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
問
題
は
首
脳
会
議
に
招
請
す
べ
き
国
の
範
囲
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
スーダン、エチオピアなどの代表は、首脳会議に広範な国が参加できるよう、非同盟の基準をゆるやかなものにする
ことを主張し、『－－ゴスラピァや「カサプランヵ」グループのアフリカ諸国は、厳密に規定するべきであると主張し
（１）
（２）
た。論争の結果、日賦終的に、次の五点が、非同盟の基準として定式化された。
⑩
そ
の
国
は
、
政
治
・
社
会
体
制
の
こ
と
な
る
諸
国
家
と
の
共
存
お
よ
び
非
同
盟
に
も
と
づ
く
自
主
的
政
簸
を
と
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
政
策
を
支
持
す
る
意
志
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
②
当
該
国
は
、
民
族
独
立
を
め
ざ
す
運
動
を
一
貫
し
て
支
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
そ
の
国
は
、
大
国
間
の
対
決
を
背
景
に
結
ば
れ
た
多
国
間
軍
事
同
盟
に
加
盟
し
て
は
な
ら
な
い
。
い
あ
る
国
が
、
大
国
と
の
間
で
二
国
間
軍
事
協
定
を
締
結
し
、
あ
る
い
は
、
地
域
的
防
衛
条
約
に
加
盟
し
た
場
合
、
そ
の
協
定
ま
た
は
条
約
が
、
大
国
間
の
対
抗
を
背
景
と
し
て
意
図
的
に
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
⑤
そ
の
国
が
外
国
に
軍
事
基
地
を
提
供
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
提
供
が
大
国
間
の
対
抗
を
背
景
に
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
は
ならない。
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
兀一
耶
辨
雑
地
の
提
供
を
無
条
件
に
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
』
」
れ
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
国
を
筒
脳
会
議
へ
州
講
し
よ
う
と
す
る
主
張
が
あ
る
程
度
う
け
い
れ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
現
実
に
、
招
請
国
を
決
定
す
る
際
に
効
力
を
発
揮
し
た
。
た
と
え
ば
当
時
ア
メ
リ
カ
に
基
地
を
提
供
し
て
い
た
エ
チ
オ
ピ
ア
が
、
そ
れ
が
通
信
基
地
で
あ
る
か
ら
大
国
間
の
対
抗
を
背
景
に
基
地
を
提
供
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
し
て
、
州
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
非
同
肌
の
内
容
は
こ
れ
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
基
準
の
い
、
②
が
、
非
同
盟
政
策
の
本
質
的
規
定
と
な
っ
て
い
る。すなわち、いで示されている平和共存、非同盟にもとづく自主的政簸、②で示されている反帝国主義、反植民地
主
我
が
非
同
盟
の
木
質
を
構
成
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
非
同
肌
政
簸
と
は
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
帝
国
主
幾
諸
国
の
新
植
民
地
主
義
的
侵
略
と
干
渉
に
た
い
し
て
、
さ
ら
に
は
一
部
社
会
主
義
国
の
大
国
主
義
傾
向
に
た
い
し
て
、
自
国
の
独
立
と
主
権
を
守
り
、
世
界
平
和
を
維
持
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
非
同
盟
政
策
と
は
、
「
反
植
民
地
闘
争
で
の
中
立
を
意
味
し
な
い
し
、
（３）
先進国と発展途上国との間の闘争での中立を意味しない」のであり、地附会議で採択された恭地の⑪②は、りてのこと
こ
う
し
て
、
噸
伽
会
議
は
、
今
日
で
も
基
本
的
に
妥
当
す
る
五
つ
の
基
準
を
決
定
し
、
非
同
脱
迎
動
の
木
質
を
明
確
に
し
た
。
し
か
し
、
会
議
全
体
で
完
全
な
見
解
の
一
致
が
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ひ
き
つ
づ
き
首
脳
会
議
で
も
非
同
盟
運
動
の
木
質
に
つ
い
て
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
六
一
年
九
月
一
日
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
首
都
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
で
、
非
同
盟
運
動
の
出
発
点
と
な
っ
た
、
非
同
盟
諸
国
首
脳
会
議
が
開
仙
さ
れ
た
。
こ
の
会
識
に
参
加
し
た
の
は
ア
ジ
ア
か
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ビ
ル
マ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
セ
イ
、
ソ
（
現
ス
リ
ラ
ン
カ
）
、
インド、インドネシア、イラク、レバノン、ネパール、キプロス、サウジアラビア、イニーメンの一二ヵ国、アプリ
を
示
し
て
い
る
。
力からアルジェリア（当時はまだ解放戦争中であり、臨時政府が参加した。）、エチオピア、ガーナ諺ギーーァ諺マリ》
モ
ロ
ッ
コ
、
ソ
マ
リ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、
チ
ュ
ー
ー
ジ
ァ
、
ア
ラ
ブ
連
合
（
現
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
）
、
コ
ン
ゴ
の
二
ヵ
国
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
か
ら
キ
ュ
ー
バ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
．
〈
か
ら
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
お
よ
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
ボ
リ
ビ
ア
、
エ
ク
ワ
ド
ル
で
あ
り
、
正
式
加
盟二五ヵ国、オブザーバー一一ヵ国が参加した。また、解放運動をおこなっているアフリカの民族解放運動組織など二
十
あ
ま
り
の
団
体
・
政
党
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。
九
番
目
に
演
壇
に
立
っ
た
ネ
ル
ー
・
イ
ン
ド
首
相
は
「
非
同
盟
と
い
う
言
葉
は
様
均
に
解
釈
さ
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
大
国
の
ブ
ロ
ッ
クへの不参加という意味で用いられ、作り出されたものである。非同盟は消極的な意味をもつが、もし、積極的な意
味
を
与
え
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
繊
雛
Ⅲ
的
Ｉ
軍
歌
ブ
ロ
ッ
ク
、
叩
水
岡
蝋
な
ど
ｌ
の
た
め
同
瓢
す
る
の
に
反
対
し
て
い
る
？
（４）
を
意
味
す
る
」
と
述
べ
て
、
以
前
の
み
づ
か
ら
の
一
言
明
か
ら
も
後
退
し
て
、
非
同
盟
を
き
わ
め
て
狭
義
の
定
義
に
と
ど
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
戦
争
と
平
和
の
問
題
が
他
の
す
べ
て
の
問
題
よ
り
も
重
要
で
あ
り
、
反
帝
国
主
義
、
反
植
民
地
主
議
も
重
要
で
は
あるが二次的な問題であり、平和を達成するために米ソ両当事国の交渉が必要であると論じたのである。これに対し
て、スヵルノやエムクルマなど多くの首脳が反対意見を述べた。スヵルノは、「非同盟政簸とは戦時の中立の立場を
求める政策ではない。非同盟政策とは、それ自身のカラーのない中立政策ではない。非同盟国とは二つの大国ブロッ
クの間の緩衝国になることを意味しない。非同盟とは、独立、恒久平和、社会主義、自由という高遠な大義への積極
（’。）
的な献身である」と非同盟を定義する。そして、国際緊張の根源は帝国主義、植民地主義および国家の強制的分断で
あり、異った社会体制をもつ国盈は平和共存できるが、独立、正義と帝国主義、植民地主義との共存は不可能である
と
述
べ
、
さ
ら
に
械
民
地
主
義
が
新
た
な
装
い
を
も
っ
て
現
れ
て
い
る
こ
と
Ｉ
慧
民
地
主
義
ｌ
に
灘
告
し
、
帝
国
主
義
筐
地
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
五
主
義
の
根
絶
を
う
っ
た
え
た
の
で
あ
る
。
ケ
イ
ク
・
マ
リ
大
統
領
も
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
、
非
同
盟
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
非
同
肌
は
、
威
厳
お
よ
び
個
性
と
同
義
義
語
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
由
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
努
力
を
惜
し
ん
だ
こ
と
の
な
い
わ
が
人
民
が
、
い
か
な
る
国
あ
る
い
は
い
か
な
る
プ
、
ツ
ク
の
決
定
に
服
す
る
の
を
拒
否
す
る
か
ら
で
あ
る
。
…
…
略
…
…
こ
の
こ
と
は
、
我
々
が
一
瞬
た
り
と
も
大
国
間
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
行
動
を
お
こ
な
う
意
図
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
…
…
略
…
我
々
は
、
向
山
を
奪
い
野
蛮
な
抑
圧
を
加
え
て
い
る
人
殉
に
反
対
し
て
、
独
立
を
独
得
す
る
た
め
に
闘
っ
て
い
る
人
だ
と
同
脱
し
て
い
る
。
我
☆
は
、
あ
る
人
鮒
の
優
越
と
い
う
理
論
に
今
な
お
固
執
し
て
い
る
人
上
に
反
対
し
て
、
す
べ
て
の
人
は
平
等
で
あ
り
、
同
嫌
に
尊
亜
さ
れ
る
権
利
が
あ
る
と
橘
じ
て
い
る
人
だ
と
何
Ｍ
し
て
い
る
。
我
々
は
、
世
界
に
お
け
る
彼
ら
の
珊
権
を
そ
こ
な
う
場
合
以
外
平
和
を
求
め
な
い
人
々
に
反
対
し
て
、
恒
久
平
和
の
道
を
ひ
ら
く
た
め
努
力
し
て
い
る
人
為
と
同
盟
し
て
い
る
。
我
友
は
、
東
西
い
づ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
立
場
に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
い
。
我
と
は
、
人
民
の
自
由
を
尊
ぶ
こ
と
を
支
持
し
、
そ
の
脚
川
に
た
い
す
る
い
か
な
る
侵
犯
も
忌
ま
わ
し
い
犯
罪
と
見
な
す
道
徳
的
規
範
を
容
認
す
る
文
明
世
界
を
支
配
す
べ
き
原
則
の
成
功
を
保
証
す
る
た
め
の
行
動
を
（６）
（７）
とることを将う」「非同盟諸国は、あらゆる形態の植民地主義に反対し、平和を促進することを約束する。」
エ
ム
ク
ル
マ
も
ま
た
、
大
国
の
プ
脚
ツ
ク
に
参
加
し
な
い
と
い
う
消
極
的
中
立
主
我
で
は
戦
争
を
防
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
消
極
的
中
立
主
義
は
、
大
国
間
の
衝
突
は
、
そ
れ
に
参
加
し
て
い
る
国
だ
け
に
、
悲
惨
と
破
滅
を
も
た
ら
す
と
の
倫
念
で
成
り
立
っ
て
い
る」が、「この見解は全く非現実的であ輔》として、非同盟政策はもっと積極的な立場であることを強調した。そし
て
、
其
休
的
に
は
、
植
民
地
主
我
、
人
倣
差
別
の
充
全
な
除
去
と
耶
縮
の
達
成
の
た
め
に
一
致
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
訴
え
た
の
で
あ
ろ。
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
－ロ●
／、
（９）
この論争は、「優先順位の問題」であり、「世界平和と杣氏地主義はとＪｂに政変であるが、特別の時点で、どちらの
（Ⅲ）
問
題
が
よ
り
緊
急
で
あ
る
か
」
と
い
う
よ
う
な
性
質
の
論
争
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
国
際
緊
張
や
戦
争
の
根
源
を
ど
こ
に
求
め
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
追
求
す
る
方
法
の
問
題
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
非
同
盟
運
動
の
方
向
を
決
定
づ
け
、
非
同
盟
政
策
の
木
質
を
規
定
す
る
問
題
な
の
で
あ
っ
た
。
会議では、スカルノ、ケイタ、エムクルマの見解に同調する意見が多数を占め、妓後に満場一致で採択された宣言
で、紛争を根絶するためにはあらゆる形態の械氏地主我を根絶する必要があることを確認し、「あらゆる形態の新仙
（Ⅲ）
民地主義、軍国主義支配を終了させるために一致した努力をおこなうことを決定した。」のである。そして、立一言は
こ
の
こ
と
を
荻
礎
に
す
え
な
が
ら
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ア
ン
ゴ
ラ
な
ど
の
民
族
解
放
Ⅲ
午
の
支
援
、
外
国
叩
珈
拙
地
の
一
冊
、
金
川
充
公
軍
縮
の
達
成
、
核
兵
器
の
廃
絶
、
経
済
的
不
均
衡
の
打
破
、
経
済
発
展
の
た
め
の
協
力
、
な
ど
の
二
七
項
目
の
課
題
を
列
挙
し
、
具
体
的
な
行
動
を
一
致
し
て
展
開
す
る
意
図
を
示
し
た
。
し
か
し
、
同
時
に
、
会
議
は
、
「
戦
争
の
危
険
と
平
和
へ
の
ア
ヅ
ピ
ー
ル
Ｌ
を
採
択
し
（肥）
て、「戦争へ導くか平和へ導くかの決定権はこれらと大国にかかっている」として、米ソ両首脳に緊張緩和のための
交
渉
を
よ
び
か
け
る
と
い
う
態
度
を
示
し
た
。
こ
う
し
て
、
第
一
回
首
脳
会
識
は
、
大
川
の
耶
珈
ブ
ロ
ッ
ク
に
Ⅸ
対
す
る
と
と
も
に
、
帝
国
主
義
、
新
植
民
地
主
我
に
反
対
し
て
、
平
和共存を達成する方向で迎動をすすめていくことに一致したのである。また、首脳会談で、「経済的社会的発展の実現
（脳）
を確保するためのＪもっとＪも効果的措肚につき討議し、かつ合意する」ため国際会議を招集することを呼びかけたこと
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
六
二
年
七
月
カ
イ
ロ
で
の
「
経
済
発
展
の
諸
問
題
に
か
ん
す
る
会
議
」
と
し
て
実
現
さ
れ
、
正
式
参
加
が
三
一
力
同
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
五
ヵ
国
と
首
脳
会
談
を
上
廻
る
樫
の
国
が
参
加
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
会
議
で
「
国
連
の
枠
内
に
お
け
る
国
際
経
非
同
盟
迦
助
と
そ
の
原
則
の
発
展
七
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
八
（Ｍ）
洗
会
識
の
附
雌
を
支
持
し
」
「
充
展
途
上
諸
阿
に
た
い
し
て
、
一
九
六
三
年
の
平
い
時
期
に
こ
の
会
識
を
招
染
す
る
た
め
の
作
業
を
す
す
（Ⅲ）
めるよう要詮叩した。」また「この国際経済会議の議事には、発展途上諸国と先進諸国との間の国際貿易、一次産品質
（Ｍ）
易、経済的諸側係にかんするすべての死活の愈要性を有する諸問題がふくまれなければならないことを勧止、」した。
こ
の
立
言
で
示
さ
れ
た
非
同
盟
諸
国
の
意
思
と
行
動
が
、
六
四
年
国
述
貿
易
洲
発
会
談
の
洲
倣
に
象
ち
び
く
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
の
である。〆、’へ’へ’へ／へ′■、／へ／へ′へ／へ1３１２１１１０８７６５，１３
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こ
の
五
つ
の
雅
琳
は
節
六
回
甘
脳
会
誠
の
政
淌
立
言
で
公
表
さ
れ
る
ま
で
、
非
同
肌
巡
動
の
公
式
の
文
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、
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新
日
本
出
版
社
、
二
六
頁
。
ご・い①
ところで、鋪二回竹脳会議が附仙された六四年は、「米ソ協調」が急速に進展していた。すなわち、ケネディ・ア
メリカ大統領、フルシチョフ・ソビエト最高幹部会議議長の間での交渉で六二年の「キュー．〈危機」を解決して以来
「米ソ協調」が本格的に展開され、六三年八月には米英ソ三国間で部分的核実験停止条約が調印されるにいたった。
こうして、鉱二回首脳会談の開伽のころには、「米ソ協調」による「平和共存」ムードが圧倒的に世界にひろがって
非
同
盟
迎
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
九
識が示されたのである。
一九六四年十月、エジプトの首都カイロで第二回非同盟首脳会議が開催された。この会議には、アジア一六ヵ国、
ア
フ
リ
カ
二
九
ヵ
Ｍ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
一
ヵ
国
（
ほ
か
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
九
ヵ
国
）
、
ヨ
ー
画
シ
、
〈
一
ヵ
国
（
ほ
か
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
一
ヵ
国
）
の
計
四
七
ヵ
国
が
正
式
参
加
し
、
一
○
ヵ
国
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
、
第
一
回
首
脳
会
談
の
二
倍
近
い
参加囮となった。とくにアフリカでは、前年の六三年アフリカ統一機櫛が結成され、その憲章で非同盟がうたわれた
こ
と
か
ら
、
前
回
の
二
ヵ
国
か
ら
加
盟
国
が
急
墹
し
た
こ
と
、
ま
た
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
も
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
が
八
カ
国
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
が
Ⅱ
立
っ
た
。
ま
た
、
コ
ン
ゴ
（
現
ザ
イ
ー
ル
）
で
六
○
年
独
立
の
際
帝
国
主
義
と
結
び
つ
い
て
ル
ム
ソ
パ
政
権
の
圧
殺
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
、
か
い
ら
い
分
子
チ
ョ
ソ
ベ
（
コ
ン
ゴ
首
相
）
が
参
加
を
求
め
た
の
に
対
し
チ
ト
ー
、
ナ
セ
ル
、
パ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ヶ
・
セ
イ
ｍ
ソ
（
現
ス
リ
ラ
ン
カ
）
首
相
が
首
脳
会
議
の
招
諸
者
と
し
て
、
川
席
の
拒
否
を
通
告
し
、
ま
た
会
議
に
川
席
し
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
首
脳
も
会
議
を
も
っ
て
満
場
一
致
で
チ
ョ
ン
ベ
の
出
席
に
反
対
し
た
。
こ
う
し
て
、
チ
ョ
ン
ベ
の
川
席
が
拒
否
さ
れ
、
非
同
郷
迎
動
の
良
（Ｍ）同、三七頁。一一、
非
同
盟
巡
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
一○
い
た
。
そ
し
て
非
同
盟
首
脳
会
談
が
こ
れ
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
判
断
を
下
す
か
が
注
ｎ
さ
れ
た
。
（１）
甘
脳
会
談
の
附
会
減
税
に
立
っ
た
ナ
セ
ル
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
大
要
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
た
。
ベオグラード会議以来世界怖勢とくにブロック側の関係は変化しているが、しかし、その変化は、非何Ｍ政簸を志
向
す
る
も
の
で
は
な
く
、
核
兵
器
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
と
づ
く
休
戦
な
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
課
題
は
、
い
か
に
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
・
ハ
ラ
ソ
ス
と
恐
怖
に
よ
る
休
戦
を
恒
久
平
和
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
真
の
恒
久
平
和
の
道
は
ど
こ
に
あ
る
か
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ナ
セ
ル
は
恒
久
平
和
の
た
め
に
は
次
の
五
つ
の
目
標
を
達
成
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ｌ
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
帝
同
主
義
の
絶
滅
２
先
進
国
と
低
開
発
諸
国
の
不
均
衡
、
と
く
に
人
民
の
生
活
水
準
の
不
均
衡
の
消
滅
３
自
由
を
願
う
人
氏
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
発
展
に
た
い
す
る
大
国
の
妨
害
行
動
の
排
除
４
国
際
連
合
を
大
国
の
道
具
で
は
な
く
、
自
由
と
進
歩
を
希
求
す
る
人
氏
の
願
望
に
か
な
う
も
の
に
す
る
。
５
全
面
・
完
全
軍
縮
の
達
成
さ
ら
に
、
ナ
セ
ル
は
、
今
回
の
首
脳
会
識
が
阿
際
協
力
に
よ
る
平
和
の
強
化
の
た
め
の
会
識
に
な
る
よ
う
訴
え
、
会
談
の
立
簡
が
次
の
原
則
に
も
と
づ
く
よ
う
提
案
し
た
。
ｌ
平
和
は
単
に
力
の
使
川
を
さ
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
伺
惟
と
自
決
の
原
則
の
帥
赦
に
も
と
づ
く
囚
家
間
の
平
和
、
友
好
関
係
の
た
め
必
要
な
安
定
と
福
祉
の
条
件
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
で
あ
る
。
２
平
和
に
と
っ
て
緊
要
な
条
件
と
環
塊
の
実
現
は
、
す
べ
て
の
川
に
か
か
わ
る
側
題
で
あ
る
。
３
国
際
関
係
に
お
い
て
力
の
使
川
を
回
避
す
る
努
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
の
個
別
的
な
解
決
に
執
満
す
る
の
で
は
成
功
を
収
め
る
こ
の
ナ
セ
ル
の
演
説
が
基
調
に
な
っ
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
演
説
に
た
っ
た
各
首
脳
は
、
「
米
ソ
協
調
」
で
は
な
く
、
真
の
平
和
の
実
現
の
ための行動について論じた。
（２）
スカルノは、明快に次のように述べた。
ペ
オ
グ
ラ
ー
ト
会
議
以
後
、
大
国
間
に
は
バ
ラ
ン
ス
の
条
件
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
安
全
保
障
は
改
善
さ
れ
た
と
は
云
え
ない。それどころか、発展途上側の状況は悪化さえしている。それはペトナム、ラオス、カンボジア、中東、キプロ
ス、コンゴ、イェーメソ、キューバやラテンアメリカの鞭例で明らかである。この重要時に米ソ間の平和共存はわれ
わ
れ
の
役
に
た
っ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
発
展
途
上
川
と
帝
国
主
我
脚
が
平
和
共
存
で
き
る
の
は
対
等
の
力
に
な
っ
た
と
き
で
あ
り
、
対
等の力はわれわれの連帯によっての糸可能である。述帯を強化して帝国主義との闘争を強め、新植民地主義的支配を
打
破
し
て
、
経
済
的
に
も
発
展
し
て
こ
そ
平
和
も
達
成
で
き
る
の
で
あ
る
。
エ
ム
ク
ル
マ
は
、
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
、
帝
国
主
義
、
新
植
民
地
主
義
が
世
界
の
緊
張
と
不
安
定
の
根
木
原
因
で
あ
り
、
植
民
地
主
義、帝国主義、新植民地主義との共存はありえないと断言して、帝国主義、新旧植民地主義との闘争を強化すること
（３）
に
よ
っ
て
世
界
平
和
を
達
成
す
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
よ
う
と
よ
び
か
け
た
。
長期の解放闘争を闘って独立を達成したばかりのペン・ベラ・アルジェリア大統領も、平和共存は世界平和の前提
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
一一
こ
と
が
で
き
ず
、
公
正
に
も
と
づ
く
平
和
の
理
解
が
あ
っ
て
成
功
し
う
る
。
４
平
和
は
不
公
正
な
状
態
に
も
と
づ
く
限
り
安
定
し
え
な
い
。
５
名
国
の
人
氏
の
生
活
水
準
の
ち
が
い
が
除
去
さ
れ
、
平
等
の
権
利
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
、
国
家
間
の
協
力
、
人
氏
の
間
の
理
解
を達成されえない。
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
一一一
条
件
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
国
間
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
小
国
と
大
国
と
の
間
に
も
平
和
共
存
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
共
存
は
、
大
国
が小国を維済的に支配し、政治的に抑圧している現在の関係を変革することを意味しており、帝国主義、新植民地主
（４）
義
に
た
い
す
る
闘
争
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
論
じ
た
。
そ
の
ほ
か
、
外
国
駆
覗
基
地
の
撤
去
、
新
枕
氏
地
主
義
の
排
除
、
民
族
自
決
の
（５）
確
保
が
平
和
共
存
に
と
っ
て
不
可
欠
を
論
じ
た
セ
ク
・
ト
ー
レ
・
ギ
ニ
ア
大
統
領
、
平
和
共
存
と
い
う
川
語
は
、
植
民
地
主
義
、
帝
国
主
（６）
義
の
除
去
で
あ
り
大
国
間
の
共
存
だ
け
に
要
約
で
き
な
い
と
す
る
ケ
イ
ク
・
マ
リ
大
統
傾
、
そ
し
て
、
平
和
共
存
の
前
提
条
件
は
わ
れ
わ
（７）
れが独立国家となることだと述べた、ギニア・ビサウの解放闘争の指熱者アミルカル・カプラルなど、反帝国主義、
反植民地主義を基調にして平和共存を論ずる愉脳があいついだ。
この結果、会議で採択された「平和および国際協力綱倣」は、節一頃Ｈに、「未独立国の解放、新旧植民地主義ぉ
（８）
よ
び
帝
国
主
義
の
廃
絶
を
め
ざ
す
統
一
行
動
」
を
か
か
げ
、
「
帝
国
主
義
お
よ
び
新
旧
植
民
地
主
義
は
、
世
界
の
平
和
と
安
全
を
危
く
す
る
が
ゆ
え
に
国
際
緊
張
と
紛
争
の
根
本
的
源
泉
と
な
っ
て
い
る
」
と
の
べ
て
、
鋪
一
回
首
脳
会
議
の
宣
筒
よ
り
も
、
反
帝
国
主
栽
、
反
新
旧
植
民
地
主
義
の
立
場
を
さ
ら
に
明
確
に
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
平
和
共
存
は
、
帝
同
主
義
、
新
旧
植
民
地
主
義
が
廃
（９）
絶
さ
れ
な
い
限
り
、
全
世
界
に
お
い
て
達
成
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
平
和
共
存
の
原
則
を
次
の
よ
う
に
（、）
定式化したことは、この会議の大きな成果であった。
１
完
全
独
立
の
権
利
の
即
時
・
無
条
件
の
承
認
２
自
ら
の
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
発
展
を
自
由
に
追
求
す
る
権
利
を
含
む
自
決
権
の
承
認
３
異
っ
た
社
会
、
政
治
体
制
を
も
つ
国
☆
の
間
で
の
平
和
共
存
４
天
然
資
源
を
自
由
に
開
発
す
る
権
利
を
含
む
国
家
間
の
主
権
平
等
の
承
認
５
他
国
の
領
土
保
全
、
政
治
的
独
立
に
た
い
す
る
威
嚇
ま
た
は
刀
の
行
使
を
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
。
内
政
不
干
渉
６
基
本
的
人
権
、
自
由
、
す
べ
て
の
民
族
、
人
種
の
平
等
の
承
認
７
国
際
紛
争
の
平
和
解
決
、
全
面
・
完
全
軍
縮
の
達
成
８
先
進
国
と
発
展
途
上
国
と
の
経
済
格
差
の
縮
少
を
め
ざ
す
経
済
発
展
の
た
め
の
協
力
９
国
連
の
原
則
と
目
的
に
し
た
が
っ
て
国
際
的
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
。
こ
の
九
つ
の
原
則
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
非
同
盟
運
動
は
、
平
和
共
存
を
消
極
的
に
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、
平
和
共
存
を
達
成
す
る
前
提
条
件
と
し
て
、
完
全
独
立
の
権
利
、
自
決
権
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
国
が
天
然
資
源
に
た
い
す
る
主
権
の
行
使
、
社
会
体
制
の
自
由
な
選
択
が
可
能
な
独
立
し
た
国
で
あ
り
、
主
権
の
平
等
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
平
和
共
存
の
前提なのである。そして、その前提にたって、力を行使せず、国際紛争を平和的に解決し、さらに全面・完全軍縮を
達成することを目指すのである。
こ
う
し
て
、
非
同
盟
運
動
は
、
米
ソ
協
調
を
中
心
と
し
た
「
平
和
共
存
」
で
は
な
く
、
反
帝
国
主
義
、
反
新
旧
植
民
地
主
義
の
立
場
に
た
っ
て
、
自
決
権
の
独
得
と
主
権
の
平
等
を
前
提
と
し
て
平
和
共
存
の
原
則
を
定
式
化
し
た
の
で
あ
り
、
非
同
盟
運
動
が
世
界
政
治
に
お
いて果すべき役割を明確にしたのである。
しかし、首脳会議から半年後の六五年二月、アメリカ帝国主義がベトナム侵略戦争を払大することになって、非同
盟運動のなかに混乱が生じた。三月『－１ゴスラピァのイニジァティプで「ベトナムにおける危機の解決にかんする一
七カ国アッピール」が発せられたが、その内容は、ベトナム人民の願望とベトナムにかんするジュネーブ協定の精神
によって解決されるよう、という条件つきではあったが、無条件平和交渉をよびかけるものであり、結果としてはジ
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
一一一一
非同盟運動とその原則の発展
一四．
ヨンソソ米大統領の「平和榊想」と一致する内容となっていた。このためキューバ、マリ、インドネシアはこのアシ
（Ⅲ）
ビールには反対した。「一方、多くの非同盟諸国は、この間題でアメリカと敵対することを望まなかった。」
こ
う
し
て
、
非
同
盟
迎
動
は
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ト
ナ
ム
侵
略
峨
争
拡
大
に
た
い
し
て
一
致
し
た
反
対
行
動
が
と
れ
な
い
で
い
た
。
そ
の
後、六五年九月の「九．一一一○辨件」でインドネシアのスカルノ政権が、六六年二月クーデターでガーナのエムクルマ
政権が、さらに六七年クーデターでマリのケイタ政権が崩壊し、反帝国主義、反新旧植民地主義の立場に立って非同
盟
迎
励
を
桃
逃
し
て
き
た
グ
ル
ー
プ
は
大
き
な
打
繋
を
う
け
た
。
そ
し
て
、
非
伺
Ⅲ
迎
助
自
体
も
停
滞
し
、
六
九
年
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
で
非
同郷諸国特別政府代表協談会が附雌されるまでの五年間、一度も会議を開催することもできなかった○三年ごとに附
か
れ
る
筈
の
首
脳
会
談
も
、
六
七
年
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
非
同
盟
運
動
は
停
滞
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
/へグー、′■、′へ〆~、／面、／へグー、／、ｅ９Ｚﾊ§ﾊ2,4ハ§ﾊ３Ｊ註
岡
念
、
土
生
編
訳
、
前
掲
謀
四
○
頁
同
書
四
五
頁
。
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六
八
年
三
月
テ
ト
攻
勢
に
示
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
人
氏
の
醐
争
の
発
展
を
は
じ
め
と
し
て
、
六
○
年
代
末
の
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
の
民
族
解
放
運
動
の
新
た
な
高
揚
は
、
非
同
盟
運
動
の
停
滞
を
一
時
的
な
も
の
と
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。
解
放
運
動
の
満
扮
を
背
景
と
し
て
、
再
び
非
同
盟
諸
国
が
結
集
し
、
世
界
政
治
の
な
か
で
発
言
力
を
示
そ
う
と
い
う
気
運
が
生
れ
て
き
た
。
こ
の
機
会
を
と
ら
え
て
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
が
非
同
盟
運
動
再
生
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
た
。
一
九
六
八
年
三
月
、
チ
ト
ー
は
非
同
盟
諸
国
首
脳
に
書
簡
を
送
り
、
非
同
盟
諸
国
首
脳
会
議
の
開
催
を
提
案
す
る
な
ど
、
非
同
盟
運
動
再
生
の
た
め
の
活
動
を
展
開
し
た
。
こ
う
し
て
、
翌
年
七
月
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
で
の
非
同
盟
諸
国
特
別
政
府
代
表
協
議
会
談
の
附
催
に
こ
ぎ
つ
け
、
第
二
回
首
脳
会
談
以
後
五
年
ぶ
り
に
、
非
同
盟
諸
国
の
会
議
が
も
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（１）
協
議
会
で
は
、
チ
ト
ー
の
首
脳
会
談
開
催
と
い
う
提
案
は
、
完
全
に
は
み
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
Ⅱ
の
世
界
情
勢
の
特
徴
は
、
コ
カ
に
お
け
る
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
お
よ
び
文
化
的
独
立
を
め
ざ
し
て
た
た
か
っ
て
い
る
諸
国
人
民
と
、
他
力
に
お
け
（２）
る帝国主錠、新川植民地主義およびその他のすべての形態の外国支配諸勢力との間の対決である」ととら陰え、そのよ
う
な
阿
際
悩
勢
の
な
か
で
非
同
盟
連
動
の
果
す
べ
き
役
割
が
孤
大
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
一
致
し
、
「
非
同
盟
諸
凹
国
家
・
政
府
（３）
首脳会談を開催することが望ましいことについて意見を交換した。」そして、二ヵ月後の九月ニューヨークの口述本
部
で
附
か
れ
た
非
同
盟
諸
国
閣
僚
会
議
に
お
い
て
、
一
九
七
○
年
は
じ
め
非
同
盟
諸
国
行
脳
会
議
の
招
錐
と
耶
伽
の
た
め
の
地
伽
会
識
を
（
、
）
同
書
四
五
頁
’
四
六
頁
参
照
。
（皿）三】］」の〔（い・○七・ｎ戸代Ｐ》己。いい。
〆
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
、
一一一
一
五
こ
う
し
て
、
よ
う
や
く
一
九
七
○
年
九
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
サ
ソ
ビ
ァ
の
首
都
ル
サ
カ
に
お
い
て
、
第
三
回
非
同
盟
諸
国
国
家
・
政
府首脳会議が開催された。この会議には、アジア一六カ国、オブザーバー一カ国、アフリカ三一一一カ国、ラテンアメリ
カ四ヵ国オブザーバー八ヵ国、ヨーロッ。〈一カ国の計五四カ国オブザーバー九カ国が参加した。第二回首脳会議参加
国
の
う
ち
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ビ
ル
マ
、
ベ
ニ
ン
、
マ
ラ
ウ
イ
の
四
カ
国
が
不
参
加
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
三
月
、
ア
メ
リ
カ
の支援をうけてクーデターで成立したロソ・ノル政権とシャスークの率いる民族迎合政府のどちらに代表権を与える
か
を
決
定
で
き
ず
、
両
者
を
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
首
脳
会
議
の
冒
頭
演
説
に
立
っ
た
ザ
ン
ビ
ア
の
カ
ウ
ソ
ダ
大
統
領
は
、
現
在
の
国
際
情
勢
と
特
徴
づ
け
て
、
「
大
国
は
、
大
国
の
た
め
（５）
の武装した平和を達成したが、不幸に‘も、世界のほかの国々への暴力の根底になっている」ことであると述べて、イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
を
中
心
に
し
た
ア
ジ
ア
へ
の
干
渉
、
南
部
ア
フ
リ
カ
に
た
い
す
る
干
渉
に
つ
い
て
述
べ
、
ま
た
、
「
第
二
回
首
脳
会
議
以
後の時期のもう一つの現象は、富んだ国、貧しい国、先進国と発展途上国の間の格差の拡大」であり、これが「経済
（６）
的な強国による弱国の穐宰収をひきおこしている」と論じた。そして、カウンダ大統領は、「我々の遮動（非同盟運動）
の基礎をなしている原則は、それを生みだした直接の状況の変化にもかかわらず、いまもなお有効である。我為は、
今もなお、独立、自由、正義、平和、バランスのとれた経済発展、社会正義を必要としている。他国の内政への不干
渉
、
平
和
共
存
、
自
主
的
政
策
の
遂
行
、
国
際
緊
張
の
原
因
の
除
去
、
国
際
紛
争
の
解
決
に
お
け
る
力
の
不
行
使
を
主
張
す
る
こ
と
は
今
（７）
でも重要である。」と論じ、「われわれは、個為には平和への方向に影響を与えることは出来ないが、平和と正義を一一口
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
一一ハ
開催することが決定された。この準備会議で、第三回首脳会議の開催が正式に決定され、非同盟運動が再開きれるは
（４）
こ
び
と
な
っ
た
。
第三回首脳会識で採択された「平和、独立、発展および国際諸関係の民主化にかんするルサカ宣言」では、非同盟
迎
助
の
基
本
的
目
的
を
次
の
よ
う
に
定
式
化
し
た
こ
と
が
注
例
さ
れ
る
。
明する非同盟運動においては、集団的に、国際関係において人類の利益のための巨大な政治的道義的勢力をひきおこ
（８）
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
非
同
盟
諸
国
の
行
動
の
統
一
を
う
っ
た
え
た
。
会談のなかでは、節三回首脳会談の附伽のため努力したチトーが、非同捌諸国は、武器も揃もないから影稗を及ぼ
すことがⅢ来ないと云われるが、われわれが、耶隊や耐が、勢力や影瀞の決定的韮礎ではない世界のために努力して
い
る
の
は
こ
の
理
由
か
ら
で
あ
り
、
非
同
捌
諸
刷
は
、
国
際
舜
台
で
、
統
一
し
て
行
動
す
れ
ば
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
（９）
（、）
訴陰えたのをはじめとして、多くの首脳が、現在の国際怖勢のなかで非何捌諸国の統一行動が必要であると述べた。こ
うして、鮒三河首脳会談を喫機にして、再び非同盟諸国が結集して、国際舞台での活動を再開する気運が生れた。
また、この首脳会議にオプザー．ハーとして参加した、南ベトナム臨時革命政府代表グエン・チ・ピン外相は、第二
回
首
脳
会
議
で
の
帝
国
主
義
、
新
旧
植
民
地
主
義
が
、
緊
張
と
国
際
紛
争
の
主
要
な
源
泉
で
あ
る
と
い
う
結
論
は
正
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
よ
る
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
へ
の
侵
略
が
そ
の
明
白
な
証
拠
で
あ
る
と
し
て
実
状
を
説
明
し
、
南
ペ
ト
ナ
ム
（Ⅷ）
人氏の正義の闘争への支援を訴えた。民族解放運動を代表して淡壇に立ったアンゴラ解放人氏運動の、不トは、南アフ
リ
カ
人
氏
の
解
放
闘
争
に
つ
い
て
述
ぺ
、
非
同
盟
巡
動
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ロ
ー
デ
シ
ア
を
支
援
し
て
い
る
帝
国
主
義
諸
（、）
国にたいする非難をつよめるよう訴えた。パレスチナ解放機構（ＰＬＯ）の代表も、パレスチナ解放運動の実状と、
（吃）
支援の強化を訴えた。これらの発壽向は、非何盟巡動が、反帝国主義、反樅民地主義の立場に立つことをたすけるもの
と
な
っ
た
。
非
同
肌
迎
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
－
－上
⑥
紛
争
の
平
和
的
解
決
の六頃月の原則を「改めて確認し、かつこれに特別の重要性を付与するものである。」ことを表明したのである。
（卿）
宣言はこれにつづいて、「次のことがひきつづき非同盟の基本的目標であることを宣一言」した。
⑩
世
界
平
和
と
平
和
共
存
の
追
求
②
植
民
地
主
義
、
人
種
主
義
に
た
い
す
る
闘
争
③
平
和
的
手
段
に
よ
る
紛
争
の
解
決
㈹
卵
拡
競
争
の
終
結
と
全
面
軍
縮
⑤
外
国
へ
の
軍
琳
基
地
の
設
置
と
軍
隊
の
駐
劉
へ
の
反
対
⑥
口
述
の
普
遍
性
、
有
効
性
の
強
化
②
経
済
的
独
立
の
た
め
の
闘
争
と
相
互
協
力
原
則
と
し
て
改
め
て
確
認
し
た
六
項
目
は
、
第
二
回
首
脳
会
談
で
採
択
さ
れ
た
平
和
共
存
の
原
則
と
大
部
分
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
⑪
い
ま
な
お
解
放
さ
れ
て
い
な
い
諸
国
人
民
の
自
由
権
、
自
決
権
、
独
立
権
②
す
べ
て
の
阿
家
の
主
椛
お
よ
び
領
土
保
全
の
艸
瓶
③
す
べ
て
の
主
権
国
家
が
完
全
に
自
川
に
国
内
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
お
よ
び
文
化
的
発
展
の
方
向
を
決
定
す
る
椛
利
③
す
ぺ
て
の
国
の
人
民
が
経
済
的
発
展
の
恩
恵
に
浴
し
、
科
学
、
技
術
革
命
の
果
実
を
獲
得
す
る
権
利
⑤
力
の
脅
威
ま
た
は
力
の
行
使
を
さ
し
ひ
か
え
る
こ
と
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
（凪）
すなわち、直一言は、
一
八
節
一
に
、
噸
縮
の
問
題
を
非
同
盟
巡
動
の
Ⅱ
標
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
非
同
盟
運
動
は
第
一
回
首
脳
会
談
か
ら
顛
縮
の
問
題
を
提
起
し、全面完全軍縮を要求してきたが、六○年代には、それを主体的な課題としてとりくむことはしなかった。この会
議で運動の基本的目標と位置づけたことにより、七○年代には、非同盟運動が本格的に軍縮問題にとりくむことにな
り
、
七
八
年
、
非
同
盟
遮
動
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
脚
述
軍
縮
総
会
を
棚
催
さ
せ
、
耶
拡
競
争
の
阻
止
、
軍
縮
の
尖
現
へ
む
か
っ
て
一
歩
前進する雅囚となったのである。
（応）
飾
二
の
点
は
、
経
済
的
独
立
の
た
め
の
闘
争
の
遮
視
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
第
二
川
首
脳
会
談
の
平
和
共
存
の
原
則
の
な
か
に
は
、
天
然
資
源
の
開
発
の
権
利
の
承
認
や
経
済
格
差
の
縮
少
を
め
ざ
す
協
力
な
ど
、
帝
国
主
義
へ
の
経
済
的
従
属
か
ら
脱
脚
す
る
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
た
が
、
六
○
年
代
に
お
け
る
新
植
民
地
主
義
的
柵
発
に
よ
る
経
済
的
従
属
の
強
化
の
な
か
で
、
経
済
的
独
立
の
側
題
が
、
いるが諺六年間の空白ののちに、非同盟運動が改めて国際関係の原則として確認したのであり、のちに、新しい国際
秩
序
の
原
則
へ
と
発
展
し
て
い
く
雅
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
非
同
肌
巡
動
が
基
本
的
目
標
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
定
式
化
を
お
こ
な
っ
た
の
は
始
め
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
。
九
六
一
年
の規定（五つの基準のことＩ引川者）と一九七○年九月の規定（雑木的目標をさすｌ引川者）とを比較すると、非同
（Ｈ）
肌のイーフオ、ギーが、十年間の間にいかに発展して極雑になったかが簡単に要約される。」のである。
もっとも、六一年の坤附会談で定義したことは、非同側諸国首脳会議への参加国を決定する雅琳であり、今川の狂
言で述べているのは、運動の基本的目標であるから、単純に、それを比較することはできないが、中断はあるにせよ
六○年代の運動の結果として、内容的には発展をみせていることは明らかである。それは次の諸点にみることができ
ろ
０
非
何
盟
巡
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
一
九
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
二○
非
同
盟
迎
動
の
闘
争
課
題
と
し
て
本
格
的
に
提
起
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
節
三
回
首
脳
会
議
で
は
、
「
非
同
盟
と
経
済
発
展
に
か
ん
す
るルサカ宣言」も出されており、経済的独立の問題が重視され、当面の具体的課題にかかげられることになった。こ
れを出発点として、非同盟運動は七○年代には、経済的独立の闘争にとりくゑ、新国際経済秩序の原則を樹立するな
ど
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
第三の点は、国巡の普過性と有効性の強化をⅡ標にかかげたことである。つまり、図巡が大国とくに帝国主我国の
支
配
の
道
共
で
あ
る
こ
と
を
止
め
さ
せ
、
小
国
で
も
平
等
の
樅
利
を
も
つ
こ
と
を
完
全
に
保
障
さ
せ
て
、
国
述
の
有
効
性
を
発
抑
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
鮒
三
回
首
脳
会
議
に
は
派
三
ヵ
国
が
参
加
し
、
国
述
の
な
か
で
一
定
の
勢
力
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
課
題
は
、
国
連
そ
の
も
の
の
性
格
を
変
え
て
い
く
と
と
も
に
、
非
同
盟
運
動
の
要
求
を
国
述
の
場
を
使
っ
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。
第
三
回
首
脳
会
議
が
、
こ
の
課
題
を
基
本
目
標
に
か
か
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
非
同
盟
運
動
は
、
国
連
で
の
ま
と
ま
っ
た
勿
刀
と
し
て
の
活
動
を
側
始
し
、
七
○
年
代
に
は
、
溢
源
特
別
総
会
や
耶
縮
特
別
総
会
を
洲
仙
さ
せ
、
非
同
捌
巡
励
の
要
求
を
川
述
の
場
で
も
恥
と
め
さ
せ
る
と
い
う
成
果
を
あ
げ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
こうして、第三回筒脳会談は、具体的な撫題に関しては不充分な点があったが、しかし、非同盟運動の雑木的Ⅱ標
と
し
て
、
新
し
い
、
敢
要
な
課
題
を
つ
け
加
え
、
提
起
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
七
○
年
代
に
お
け
る
非
同
盟
迎
動
の
発
展
の
土
台
を
き
づ
い
た
の
で
あ
る
。
一庇
（
１
）
こ
の
会
議
で
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
代
爽
が
ペ
ト
ナ
ム
、
中
東
な
ど
で
非
同
盟
諸
国
が
一
致
し
て
、
帝
囚
主
炎
廷
反
対
す
る
行
肋
が
と
れ
な
い
こ
と
を懸念して、前脳会議側雌に錠愈を示さなかったのを姉めとして、エジプト、イソドもＭ伽を完全には支持はしなかった。
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第三回首脳会識ののち、非同盟諸国は、継続的な行動をおこなうため、七一年九月、ニューヨークで閣僚協議会を
（１）
附き、翌七二年、外相会談を州催することを決定した。こうして、七二年八月ガイアナの首都ジョーソタゥソで非同
（２）
脳諸国外相会議が棚催され、首脳会談の一肌年に外相会議がおこなわれるという慣行が確立されることとなった。
ジョーソクウン外相会談は、第三回首脳会議いらい懸案となっていた南ベトナム臨時革命政府の正式加盟の問題、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
代
表
権
川
脳
の
論
議
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
単
な
る
加
捌
悶
題
、
代
表
権
問
題
で
は
な
く
、
非
同
郷
迎
吻
が
国
際
的
焦
点
で
あ
っ
た
イ
ソ
ド
シ
ナ
三
国
人
民
の
闘
争
に
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
非
同
盟
運
動
の
真
価
が
た
め
さ
れ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
（３）
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
間
池
挺
つ
い
て
は
げ
し
い
論
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
ず
、
耐
ペ
ト
ナ
ム
臨
時
革
命
政
府
の
正
式
加
肌
問
題
に
つ
い
て
の
論
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
履
初
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
代
表
が
ベ
ト
ナ
ム
で
の
戦
闘
が
終
り
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
が
平
和
な
条
件
で
意
思
を
表
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
だ
と
発
言
し
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、
キ
ュ
ー
バ
代
表
が
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
不
屈
の
反
帝
国
主
義
闘
争
は
非
同
盟
の
原
則
と
目
標
に
対
す
る
献
身
的
行
為
で
あ
る
と
し
て
正
式
加
盟
を
支
持
し
た
の
を
は
じ
め
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
チ
リ
、
ギ
ー
ー
ア
、
ザ
ン
ビ
ア
、
ソ
マ
リ
ア
、
南
イ
エ
ー
メ
ソ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
の
大
多
数
の
国
盈
は
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
民
族
自
決
の
た
め
の
反
帝
国
主
義
闘
争
が
、
非
同
盟
の
原
則
・
目
標
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
非
同
盟
巡
助
が
そ
れ
を
支
援
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
と
し
て
正
式
加
肌
を
支
持
し
た
。
こ
れ
に
たいし、マレーシア、シンガポール、ラオス、リベリアが正式加盟に反対し、中央アフリカ、ザイール、レソト、ネ
非
同
盟
迎
勤
と
そ
の
原
則
の
発
展
皿
、
パ
ー
ル
、
セ
ネ
ガ
ル
が
保
留
な
い
し
棄
権
の
態
度
を
表
明
し
た
。
こ
の
討
議
の
の
ち
、
議
長
（
ガ
イ
ア
ナ
）
は
、
圧
倒
的
大
多
数
の
国
之
が
、
南
ベ
ト
ナ
ム
臨
時
革
命
政
府
の
正
式
加
肌
を
支
持
し
て
お
り
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
っ
た
と
見
な
し
う
る
。
し
か
し
、
異
議
、
保
翻
は議事録に明記されるとして、その承認を求めた。これにたいし、インドネシア、マレーシア、ラオスの代表は不服
を
と
な
え
、
外
相
会
議
に
不
参
加
を
表
明
し
退
場
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ピ
ル
ミ
ル
ァ
ン
グ
は
こ
の
決
定
に
反
対
の
意
志
を
表
明
し、インドは棄権を表明した。
つ
づ
い
て
、
七
○
年
ア
メ
リ
カ
の
支
援
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
で
政
権
に
つ
い
た
ロ
ソ
・
ノ
ル
政
権
と
、
そ
れ
に
対
し
て
解
放
闘
争
を
お
こ
な
っ
て
い
る
シ
ャ
ー
ヌ
ー
ク
の
率
い
る
民
族
連
命
政
府
と
の
間
で
代
表
権
が
あ
ら
そ
わ
れ
、
第
三
回
首
脳
会
談
で
は
空
席
と
な
っ
て
い
た
カンボジア代表権間麺について討議がおこなわれた。討議のなかでは、非同盟の原則のために闘っており、すでに領
土
の
ほ
と
ん
ど
を
支
配
し
て
い
る
民
族
迎
合
政
府
に
代
表
樅
を
聯
え
る
べ
き
と
主
根
し
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
代
表
を
は
じ
め
、
圧
倒
的
多
数
の
国
々
の
代
表
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
民
の
民
族
自
決
の
闘
い
を
非
同
盟
の
原
則
・
目
標
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
た
た
え
、
民
族
連
合
政
府
へ
代
表
権
を
与
え
る
よ
う
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
イ
ン
ド
代
表
が
、
ロ
ソ
・
ノ
ル
政
権
が
国
連
で
の
議
席
を
占
め
て
お
り
、
情
況
が
複
雑
で
あ
る
と
し
て
、
空
席
を
主
張
し
、
ル
ア
ン
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ネ
パ
ー
ル
も
空
席
を
主
張
し
た
が
、
議
長
は
、
民
族
連
合政府に代表権を与えるとの意見が大多数であり、コンセンサスがあったものと認められると発言、ビルマだけがこ
れ
を
保
劉
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
代
表
権
問
題
も
結
着
を
糸
た
。
この討論に示されたように、圧倒的多数の非同盟諸国はアメリカ帝国主義にたいするインドシナ三国人氏の解放闘
争
を
、
非
同
盟
の
原
則
・
目
標
を
具
体
化
す
る
も
の
と
認
め
、
解
放
闘
争
へ
の
支
援
、
連
帯
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
年
の
二
月
、
五
月
に
訪
中
、
訪
ソ
を
お
こ
な
い
、
「
三
極
構
造
」
を
つ
く
り
だ
し
て
、
大
国
と
の
話
し
合
い
と
圧
力
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ
三
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
一
非
同
盟
述
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
二四
囚
人
氏
の
自
決
権
を
否
定
し
て
イ
ン
ド
シ
ナ
剛
胆
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
た
ニ
ク
ソ
ン
政
権
に
真
向
か
ら
対
決
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
何
時
に
ま
た
、
そ
れ
は
、
非
同
盟
巡
勤
が
、
反
帝
国
主
義
、
反
植
民
地
主
義
の
路
線
を
肌
確
に
し
、
民
族
自
決
の
原
則
を
非
Ⅲ
脱
の
原
則
・
目
標
の
な
か
に
位
肚
づ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
こ
の
外
相
会
識
で
採
択
し
た
「
非
杣
氏
地
化
に
関
す
る
決
（４）
識
」
に
お
い
て
、
「
ル
サ
カ
お
よ
び
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
会
識
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
待
さ
れ
た
す
ぺ
て
の
解
放
迎
動
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
凝
烙
を
（１）
附
与
す
る
こ
と
を
決
定
」
し
た
こ
と
に
も
一
不
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
民
族
自
決
権
確
立
の
た
め
闘
っ
て
い
る
解
放
述
動
組
織
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
む
か
え
い
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
非
同
盟
運
動
は
質
的
に
も
量
的
に
も
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ジ
薊
１
ジ
ク
ウ
ソ
外
机
会
議
が
、
経
済
面
で
の
自
決
権
の
原
則
を
確
立
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
ル
サ
カ
で
の
首
脳
会
談
で
経
済
的
独
立
の
問
題
が
論
議
さ
れ
、
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
外
相
会
議
で
も
こ
の
課
題
が
重
視
さ
れ
、
「
経
済
協
力
の
た
め
の
行
動
計
画
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
行
動
計
画
の
前
文
で
は
、
ま
ず
、
帝
国
主
義
の
発
展
途
上
諸
側
に
た
い
す
る
行
動
を
非
難
し
て
欲
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
充
展
途
上
諸
個
と
非
同
盟
諸
国
が
と
く
に
人
間
の
尊
菰
と
い
う
も
っ
と
も
雑
木
的
な
規
範
に
か
な
っ
た
生
活
水
邸
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
う
え
で
、
帝
同
主
我
は
い
ま
な
お
主
要
な
陣
響
と
な
っ
て
い
る
。
帝
国
主
義
は
飾
三
世
界
諸
川
が
お
こ
な
っ
た
提
案
に
反
対
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
に
加
え
て
、
挑
戦
的
態
度
を
と
り
、
締
済
的
樅
民
地
主
義
、
従
瓜
、
新
杣
氏
地
主
義
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
、
鮒
三
世
界
の
社
会
的
、
経
済
的
、
政
沿
的
臓
造
を
系
統
的
に
破
埋
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
状
態
は
、
主
椛
と
独
立
に
た
い
ず
ろ
侵
犯
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
は
そ
の
支
配
と
命
令
に
服
さ
な
い
諸
同
人
氏
の
級
済
に
た
し
す
る
佼
略
と
い
う
特
徴
を
お
び
る
よ
う
（５）
になり、世界の広大な地域において貧困さらには戦争さ陰え助長するまでになっている。」
そして、さらにこのような事態を脱脚するためには次のことが必要であると主張される。
こ
の
よ
う
な
敢
要
な
意
義
を
も
つ
前
文
が
採
択
さ
れ
た
の
は
、
短
命
に
終
っ
た
チ
リ
の
人
氏
連
合
政
権
の
功
絞
で
あ
っ
た
。
チ
リ
は
、
ルサカの首脳会談ではオブザーバーであったが、人氏述合政権成立にともない非同盟運動でも積極的に活動する姿勢
を示し、七一年の閣僚協議会から正式加盟国となった。ジ罰１ジタゥソの外机会談では、人氏迎合政府がすすめてい
た継済的独立のための闘いの成采を非同盟巡動に反映させるべく活動した。チリ代表は、銅鉱山国有化の経験を染約
して、提案されていた「経済協力のための行動計画」の前文を作成し、「行動計画」を討議している経済委員会に付
託
し
た
の
で
あ
る
。
経
済
委
員
会
は
討
議
の
末
、
議
長
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
代
表
）
が
要
約
し
た
も
の
を
「
経
済
委
員
会
文
書
の
前
文
」
と
題
し
て
本
会
議
に
付
託
し
た
。
本
会
議
で
、
チ
リ
代
表
は
こ
れ
に
異
議
を
と
な
え
、
チ
リ
の
提
案
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
経
済
問
題
は
国
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
二五
「
非
同
盟
諸
国
は
政
治
的
独
立
と
緊
街
に
結
び
つ
い
て
い
る
経
済
的
独
立
に
と
っ
て
、
天
然
資
源
に
た
い
す
る
主
権
の
全
面
的
行
使
が
不
可
欠
で
あ
り
、
政
治
的
独
立
は
経
済
的
独
立
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
打
ち
固
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
が
根
本
的
に
菰
璽
で
あ
る
と
確
信
す
る
・
各
国
が
そ
の
天
然
の
廓
と
資
源
を
処
理
す
る
主
擁
ｌ
厨
荊
化
も
ふ
く
め
て
ｌ
は
諸
個
人
風
の
、
淡
（｛ひ）
と不干渉の原則に本来ふくまれているものである。」
「
経
済
洲
発
と
政
治
的
独
立
の
諸
側
題
を
分
析
し
て
、
会
議
は
充
展
途
上
諸
国
の
主
権
を
侵
害
し
て
い
る
多
国
籍
企
業
の
や
り
方
と
行
動を非離した。非同盟諸阿は不干渉と諸国人氏の自決の原則を必然的にそこなう多国籍企業のこうしたやり方や行動
（５）
を非難し、同時に、こうした行動が世界世巫祠の前で一貫して非難されるようよびかける。」
非同盟巡動は、この前文ではじめて、天然資源にたいする主権の行使、多国籍企業による主権の侵害をうったえ、
天
然
資
源
と
経
済
活
動
に
た
い
す
る
恒
久
主
権
の
確
立
を
経
済
面
で
の
、
決
椛
の
原
則
と
し
て
迎
動
を
腱
側
す
る
礎
を
き
づ
い
た
の
で
あ
る。
非
同
盟
迎
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
一一一ハ
際社会が直面している政治問題に密接に結合しているから政治的性格をもっているが、議災の要約はこれを削除して
い
る
．
粥
胸
主
義
を
と
り
あ
つ
か
っ
た
《
ラ
グ
ラ
フ
は
Ⅷ
除
さ
れ
、
「
綿
剛
が
天
然
の
滴
と
溢
鰄
を
処
班
す
る
主
撚
１
脚
祢
化
を
ふ
く
め
て
ｌ
は
雛
国
人
唾
の
血
決
と
不
干
渉
の
原
則
に
本
来
ふ
く
震
れ
て
い
る
」
と
い
う
部
分
を
Ⅷ
除
さ
れ
、
多
鬮
鱗
企
業
の
橘
鋤
に
側
す
る．ハラグラフも而順な表現に変えられてしまった。自決の原則を犯している帝国主義と多国籍企業の行動を非難した
（６）
い
よ
う
で
は
、
こ
の
会
議
の
意
義
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
チ
リ
の
原
案
を
採
択
す
る
よ
う
訴
え
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
経
済
委
員
会
の
報
告
に
政
治
的
な
前
文
を
付
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
と
い
う
意
見
が
川
さ
れ
た
が
、
イ
ラ
ク
、
ギ
ニ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
代
表
が
、
第
三
世
界
の
経
済
を
発
展
さ
せ
る
う
え
で
政
治
的
な
障
害
物
が
あ
り
、
そ
れ
を
非
難
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
、
経
済
的
分
野
に
お
け
る
帝
国
主
義
の
陰
謀
を
世
界
の
世
論
に
う
っ
た
え
る
こ
と
が
義
務
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
を
強
く
主
張
し
た
。
こ
の
結
果
、
議
長
は
、
経
済
委
員
会
報
告
の
前
文
と
し
て
チ
リ
の
原
案
を
採
択
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
た
と
し
て
、
無
修
正
で
チ
リ
の
前
文
を
つ
け
た
経
済
宣
言
を
採
択
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
外
相
会
議
は
、
政
治
面
で
も
経
済
的
で
も
民
族
自
決
権
の
確
立
の
う
え
で
大
き
な
成
果
を
あ
げ
、
自
決
梅
の
確
立
と
い
う
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
非
同
盟
迎
励
を
発
腿
さ
せ
る
裁
盤
を
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に、この会議が非同盟運動の「組織化」ということでも大きな役割を果したことを禰過できない。
この外机会談が採択した「調雛に関する決識」では鉱山回首脳会談のための耶伽委只会の設肚を決定するとともに
毎
年
九
月
国
述
総
会
開
会
前
に
、
国
述
で
の
活
動
を
調
縦
す
る
た
め
に
閣
僚
級
会
議
を
も
つ
こ
と
、
七
ヵ
国
よ
り
な
る
常
設
委
員
会
を
殻
（７）
股
し
て
、
そ
の
閣
僚
級
会
議
の
淋
伽
な
ど
に
あ
た
る
こ
と
の
二
点
を
鮒
四
川
首
脳
会
談
に
提
案
し
た
。
こ
の
提
案
が
節
四
Ｍ
甘
脳
会
談
で
いれられて、調整ビューローが発足し、非同盟運動の常設機関が設置されて、日常的な協力をおこなうことが可能
になったのであるが、尖際には、この決議で発足した第四回首脳会談の準備委貝会が調整ビューローとして機能し、
（８）
そ
れ
が
ひ
き
つ
が
れ
た
の
で
あ
る
。
また、七一年のニューヨークの国逃本部でおこなわれた非同盟諸国閣僚協議会をきっかけにして、国連での非同盟
諸国の活動を調整するための会合が任意におこなわれてきたが、この外相会議の決議で、第四回首脳会談に正式に提
案され、制度化されることとなった。そして、鮒五回愉脳会識では、非同盟諸国調整ピュー、Ｉの国連大使クラスの
会談を毎月一回おこなって国述での活動の調整をおこない、非同盟諸国が国連で一致した活動をおこなうことになっ
たのである。また、前述のように、この外机会議を契機として、三年に一度、首脳会識の前年に外相会識をⅢ伽する
ことが慣行的に確立され、こうして、三年毎に甘脳会議、外相会議をおこなうこと、術設的な活動を調確ビューロー
が行いつつ、毎年調整ビューロー関係会議を開催して意思統一をおこなうこと、そして、調整ビューローの風速での
会議によって国述での活励の調整をおこなうことが確立され、非同盟諸国が一致して行動しうる体制がととのえられ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
七
○
年
代
に
お
け
る
非
同
盟
運
動
の
発
展
を
支
え
る
条
件
と
し
て
作
用
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
七
二
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
外
川
会
識
は
、
民
族
自
決
臓
の
確
立
を
非
何
Ｍ
巡
励
の
Ⅱ
標
と
し
た
と
い
う
点
で
も
、
ま
た、非同盟迎動の発展を支える体制づくりという点でもきわめて大きな成果をあげ、第四回前脳会識の鰍しい発展の
韮礎をきづいたのである。
一証
（１）閣僚協議会で外相会議のための準備委員会が設立され、七二年二月、五月、八月の一一一回にわたって準備委員会が開催され
た。第二回Ⅱの地備委只会で経済専川家の会議をおこなうことが決定され、第三回噸伽委員会でその報告を外相会議経済義
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
二七
ジ罰－ジタゥン外相会談の成果をうけて、七三年九月、アルジェリアの首都アルジェで鮒四回非同盟首脳会談が開
催された。。くりでのベトナム和平協定成立によるアメリカのベトナム侵略戦争の敗北という情勢のなかで洲かれたこ
′■､／戸、／■、／へ／へ
８７６５４
、‐ノミーノﾐーノ、-ノ、=ノ
（２）外帆会議はジョージタウンの会議で第三回をむかえるが、前二回の外相会議はいづれも首脳会談直前に、首脳会談の識珈
Ⅱ
程
な
ど
珈
務
的
な
川
題
を
討
識
す
る
た
め
に
側
か
れ
て
お
り
、
立
言
な
ど
を
採
択
す
る
秘
で
は
な
か
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
会
議
で
、
始
め
て外加会識が甘脳会談につぐ取要な会識として位仙づけられ、以後、甘脳会談の前年に外相会談を洲化し、立爾を採択して
いる。なお、これと別個に首脳会談直前に珈務的瓢税を討議する外机会議もおこなわれている。
（３）外扣会議が附会した八月八日の午後からベトナムの正式加盟間題が論議された。九日は一般討論にあてられ、翌十日朝か
ら再びベトナム悶題の討論、ひきつづきカンボジア問題が討議され、決定された。○斤・ＤＣ』】［貝曾〕８．ｍ司○『Ｃ一目冨曰厨〔の【の
。【以○コーン］】ｍｐＥｎＣ目３の⑪『】①『Ｐ○口百コい》ごＰいＩ忌己，ごロ・患上司．
非同盟運動とその原則の発展
二八
貝
会
に
付
託
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ジ
薊
Ｉ
ジ
ク
ウ
ソ
外
机
会
議
は
、
か
な
り
念
入
り
に
準
伽
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
調整ビュー面－は、七五年ハバナで棚いた閣僚会議を第三回と称した。調薙ビューロー閣僚会議はその前年七四年にアル
ジェで附かれたのが最初であり、〈パナ会議は二回目である。七三年カブールで棚催した準催委員会会議が第一回の調整ビ
ューロー会識として数えて、ハバナ会識を節一一一回としたのである。ｎ斤・ミニｌＣ５》・ロ．ｎ戸巳も・患。
る◎岡
倉
、
土
生
編
訳
前
掲
書
九
九
頁
。
ｎｏ員の【のｐ８Ｃ（司貝の】ぬ二冨一『】一鞭席厨○［Ｚｏニーシー一触』】のＰＯＣ色【再ユの⑩ご己．】Ｃ←ｌ］Ｃ○・
】己】」つ・】⑪②
『ず一旦己。】①①。五、
の会議は、ジョージタウン外相会議の成果をさらに発展させ、世界政治のなかでの非同盟運動の影響力を示した非同
慨
運
動
史
上
画
期
的
な
会
議
と
な
っ
た
。
こ
の
会
議
に
は
、
ア
ジ
ア
二
六
ヵ
国
、
ア
フ
リ
カ
四
○
ヵ
国
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
七
ヵ
国
（
ほ
かに九カ国がオブザーバー参加）、ヨーロッパ二カ国の計七五ヵ国が参加し、第三回の五四ヵ国から一一一一カ国も増加
し
た
。
ま
た
こ
の
会
議
か
ら
ゲ
ス
ト
国
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
エ
ー
デ
ン
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
．
〈
の
中
立
諸
国
が
参加したことも、非同盟運動の拡がりを示すものとして注ｎされる。また前述のように、この会議から民族解放運動
組織にオブザーバー資格が与えられたので、一二の解放運動組織がオブザーバーとして参加したことも、この会議の
（１）
さらに頭要な意義をＪもっているのは、レオ・マチスが指適するように、この首脳会議に出席した国家一兀首、首相の
数
で
あ
る
。
正
式
加
盟
七
五
ヵ
国
の
う
ち
、
国
家
元
首
ま
た
は
首
相
が
出
席
し
た
国
は
五
八
ヵ
国
に
達
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
七
七
％
の
国
の
国
家
元
首
、
首
相
が
参
加
し
て
お
り
、
こ
の
数
字
は
第
一
回
首
脳
会
議
に
つ
ぐ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
会
議
の
重
要
性
を
示
す
Ｊ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
基
本
的
民
族
的
諸
権
利
を
明
記
し
た
ベ
ト
ナ
ム
和
平
協
定
を
か
ち
と
っ
た
南
ベ
ト
ナ
ム
臨
時
革
命
政
府
グ
エ
ソ
・
ヲフ・トー議長が、初めて首脳会議に参加し真の独立、自由を求めるベトナム人民の闘いは非同盟運動の目標と合致
（２）
するＪものであることを明らかにして、非同盟運動の強化のために一只献したのである。
会議の附会演説をおこなったアルジェリアのプーメディェソ大統領は、大国間のデタントの進展という世界怖勢に
た
い
し
て
「
大
国
間
の
関
係
が
調
整
さ
れ
れ
ば
自
動
的
に
真
の
平
和
が
到
来
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
真
の
平
和
は
、
世
界
の
均
衡
の一端をつかさどる一つの考えで確立されているものではない。また、新しい勢力圏を肱張するなかで経済的、戦略
的賭け金のように考えられている大陸に紛争を移行すれば、平和が確立されるものではない。一方では緊張緩和と平
非同盟運動とその原則の発展
二九
特徴をなすものであった。
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
三○
和
共
存
、
協
調
が
賞
讃
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
他
力
で
は
、
そ
れ
は
、
政
治
的
干
渉
と
経
済
侵
略
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
勢
力
圏
に
組
糸
い
れ
よ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
試
承
、
軍
隊
の
駐
入
、
戦
略
基
地
の
強
化
、
分
割
の
簸
謀
、
武
力
紛
争
の
企
み
な
ど
植
民
地
戦
争
を
つ
づ
け
（３）
ることでしかない。」と述べ、そして、「世界を牛耳ろうとの意図が排除されないかぎり其の平和はなく、真の発展も
な
い
。
平
和
は
わ
れ
わ
れ
の
犠
牲
、
闘
争
、
連
帯
意
織
、
そ
し
て
、
と
く
に
、
わ
れ
わ
れ
の
可
能
性
に
た
い
す
る
自
信
と
信
念
に
よ
っ
て
（３）
実現される」と論じた。プーメーアィエソは、「アジア、アフリカ、ラテンアメリカで帝国主義の攻撃によりかもしださ
れ
て
い
る
紛
争
や
緊
張
は
、
現
時
点
で
は
、
人
氏
の
安
全
と
平
和
に
重
く
の
し
か
か
る
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
」
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
よ
う
に
帝
国
主
義
の
攻
繋
を
は
ね
の
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
わ
れ
わ
れ
諸
国
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
経
済
（３）
的
解
放
、
圧
迫
と
独
占
の
押
収
の
停
止
、
実
質
的
な
国
家
独
立
の
枇
築
が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
し
、
「
政
治
、
経
済
、
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
民
族
の
独
立
、
植
民
地
主
義
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
に
対
す
る
闘
争
、
新
植
民
地
主
義
、
帝
国
主
義
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
外
国
の
珊
樵
に
た
い
す
る
川
争
、
ブ
脚
ツ
ク
の
解
消
、
軍
事
荻
地
の
撤
去
、
全
面
完
全
軍
縮
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
国
家
の
平
等
、
国
際
関
係
の
民
主
化
、
人
氏
の
間
の
協
力
に
基
づ
く
平
和
が
世
界
で
支
配
的
に
な
る
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
、
以
上
の
こ
と
が
わ
れ
わ
（３）
れに課せられた使命なのである」と結論づけたのである。
こ
の
プ
ー
メ
デ
ィ
エ
ソ
減
税
は
、
大
国
間
の
デ
タ
ン
ト
が
進
展
す
る
怖
勢
の
な
か
で
、
大
国
の
支
配
す
る
世
界
政
治
の
構
造
に
対
決
し
て
、
そ
れ
を
変
球
す
る
勢
力
と
し
て
非
同
盟
迎
勤
の
力
向
づ
け
を
行
い
、
そ
の
た
め
の
共
体
的
Ⅱ
標
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
で
放
要
で
あ
っ
た
。
会
議
で
は
、
力
の
政
策
、
内
政
干
渉
、
新
植
民
地
主
義
が
世
界
の
い
く
つ
か
の
地
域
で
い
ぜ
ん
と
し
て
優
勢
で
あ
り
、
非
同
盟
述
動
の
、
標
は
、
力
と
暴
力
に
裁
礎
を
低
く
国
際
関
係
の
体
制
を
除
去
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
非
同
盟
諸
国
の
協
力
に
よ
っ
て
、
（４）
国
際
的
な
政
治
的
、
経
済
的
諸
関
係
の
根
本
的
変
革
を
達
成
し
よ
う
と
よ
び
か
け
た
チ
ト
ー
大
統
領
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
首
脳
が
（６）
ズムに一回面している。」
こ
の
よ
う
な
討
論
の
の
ち
、
首
脳
会
識
は
、
政
治
宜
言
、
経
済
宣
言
、
経
済
協
力
や
行
動
計
画
、
民
族
解
放
闘
争
に
側
す
る
宣
言
お
よ
び
諸
決
議
を
採
択
し
た
。
そ
れ
ら
の
立
言
に
お
い
て
、
非
同
肌
巡
動
が
、
つ
ぎ
に
あ
げ
る
い
く
つ
か
の
点
を
確
認
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の運動の発展にとって並要であった。
第
一
の
点
は
、
非
同
盟
迦
励
が
、
大
国
の
行
動
に
左
右
さ
れ
て
き
た
世
界
政
治
の
榊
造
を
変
蛾
す
る
主
体
的
な
勢
力
で
あ
る
こ
と
を
砿
認
し
た
点
で
あ
る
。
さ
き
の
プ
ー
メ
ソ
エ
ソ
減
税
で
提
起
さ
れ
た
Ⅲ
題
が
討
論
の
末
政
治
宜
言
の
な
か
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
と
り
い
れ
ら
れ
耶鞭ブロックに反対し、帝国主義、新旧植民地主義に反対している非同盟運動の放要性について論じた。また、首脳
会
談
に
始
め
て
参
加
し
た
キ
ュ
ー
バ
の
力
ス
ト
ロ
首
相
は
、
ア
メ
リ
カ
と
ソ
ピ
｝
一
卜
を
同
列
視
す
る
「
二
つ
の
帝
国
主
義
」
と
い
う
見
解
が
あ
る
が
そ
れ
は
誤
り
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
侵
略
を
お
こ
な
い
、
搾
取
を
つ
づ
け
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
帝
国
主
義
諸
国
で
あ
る
こ
と
を
実
例
を
あ
げ
て
示
し
、
非
同
盟
諸
国
を
社
会
主
義
と
対
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
、
真
の
敵
か
ら
月
を
そ
ら
そ
う
と
す
る
企
て
で
あ
る
と
し
て
、
世
界
の
す
べ
て
の
進
歩
勢
力
の
緊
密
な
連
帯
こ
そ
が
、
ま
だ
強
力
な
帝
国
主
義
、
新
旧
植
民
地
主
義
、
人
種
主
我
に
う
ち
か
ち
、
す
べ
て
の
人
氏
の
平
和
と
正
義
の
た
め
の
闘
争
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
訴
た
の
で
あ
る
。
「
植
民
地
戦
争
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
、
帝
国
主
義
の
侵
略
、
力
の
政
治
、
経
済
的
搾
取
と
略
奪
が
あ
る
か
ぎ
り
、
平
和
は
原
則
に
お
い
てもその範囲においても制限されるであろう。富裕な国と貧しい国への分裂がすでに存在している世界で、富める地
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
腱
一一一一
義、新旧植民地主義、（Ｐ①）
・えて、注側を染めた。
「東西の緊張緩和においては実質的前進がなされたが、諸民族が新旧植民地主義、支配、占領、帝国主義、シオーー
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第四回首脳会議が採択した「経済宣言Ｌは、第一項に「帝国主義に反対する闘争」という標題をかかげ、帝国主義
が主惟と独立の諸原則を侵害しており、「多くの同盈がいまなお帝国主義的支配、新植民地主義的搾取を受けており、
（７）
諸国家の主権がおびやかされ、諸国民の成長が雛牲にされている。」「充展途上諸国は全体としてまだ直接、間接に帝
（７）
国主義の搾取をうけている。」として、「発展途上諸国の解放と》川進にとって最大の障壷ロになっているのは依然として
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
一一一一一一
取の一掃が十
たのである。
ある。
和
と
い
う
共
通
の
理
想
の
承
認
を
活
力
の
源
泉
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
新
興
独
立
国
を
政
治
的
、
経
済
的
に
従
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
支
配
（７）
体制のた鰐ｚざる試承に直面する中での連帯の表明である。」
（７）
「
わ
れ
わ
れ
自
身
の
独
立
を
守
る
こ
と
が
自
由
と
独
立
を
め
ざ
す
被
抑
圧
人
氏
全
体
の
希
望
の
実
現
と
不
可
分
一
体
で
あ
る
。
」
非
同
盟
諸
国
は
、
帝
国
主
義
に
よ
る
政
治
的
、
経
済
的
従
属
の
企
て
と
た
え
ず
闘
っ
て
、
自
国
の
独
立
を
強
化
し
民
族
自
決
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
民
族
自
決
を
め
ざ
し
て
帝
国
主
義
、
新
旧
植
民
地
主
義
と
闘
っ
て
い
る
民
族
解
放
闘
争
と
共
通
の
課
題
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
者
が
連
帯
し
て
、
民
族
自
決
権
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
帝
国
主
義
と
平
等
の
立
場
に
た
っ
て
、
国
際
問
題
に
参
画
で
き
る
民
主
的
な
国
際
秩
序
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
第
四
回
首
脳
会
議
で
そ
の
方
向
へ
む
か
っ
て
運
動
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
会
議
の
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
「
積
極
的
平
和
共
存
の
原
則
に
も
と
づ
く
新
し
い
国
際
秩
序
の
樹
立
、
帝
国
主
義
、
新
旧
植
民
地
主
義
、
覇
権
、
人
種
主
義
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
、
諸
国
家
間
諸
民
族
間
で
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
支
配
と
搾
（６）
取
の
一
掃
が
非
同
盟
政
策
の
基
主
的
性
格
で
あ
り
、
非
同
盟
運
動
の
戦
略
の
基
礎
で
あ
る
。
」
こ
と
を
第
四
回
首
脳
会
議
は
明
ら
か
に
し
第三の点は、ジョージタウン外相会議の成果をうけて、経済而での民族自決権の確立の課題を明らかにしたことで
「
国
家
・
政
府
首
脳
は
、
充
展
途
上
諸
国
の
主
権
を
侵
害
し
、
こ
れ
ら
の
国
の
政
沿
的
、
経
済
的
、
社
会
的
進
歩
の
雑
木
条
件
で
あ
る
（８）
内政不干渉の原則と民族自決権を侵犯している多国籍企業のゆるしがたい行動を世界世論のまえに止回発する。」
こうして、非同盟運動は、社会経済制度選択の権利、天然資源にたいする恒久主権の確立、多国籍企業の活動をふ
く
む
経
済
活
動
全
体
に
た
い
す
る
主
権
の
行
使
な
ど
、
経
済
面
で
の
側
決
の
原
則
を
あ
き
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
確
立
す
る
た
め
に
述
動
を
すすめる方向を明確にした。そして、この綴済而での向決権の確立を基礎として、「其の民主主義の要求の線にそっ
た
新
国
際
経
済
秩
序
」
を
樹
立
す
る
と
い
う
構
想
を
あ
き
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
そして、第四回首脳会議はこの構想の実現のための出発点となったという点でも重要である。この会議直後の十月
におこった第四次中東戦争を契機に発動されたアラブ諸国の「石油戦略」をふまえて、非同盟運動は「新国際経済秩
序
」
の
実
現
の
た
め
の
運
動
を
展
開
し
た
。
翌
七
四
年
四
〃
、
非
同
盟
巡
勅
の
提
唱
に
よ
っ
て
、
資
源
問
題
に
か
ん
す
る
国
連
特
別
総
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
三四
（７）
帝国主義である」ことを明確にした。
そ
し
て
、
宣
言
は
、
「
帝
国
主
義
的
、
新
植
民
地
主
義
的
搾
取
の
構
造
を
廃
絶
す
る
闘
争
で
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め
…
…
最
大
限
の
（８）
努
力
を
す
る
」
よ
う
よ
び
か
け
、
「
ま
ず
第
一
に
個
別
的
に
ま
た
集
団
的
に
自
分
た
ち
の
資
然
に
依
存
し
、
自
分
た
ち
の
重
要
な
利
益
を
守
り
、
自
分
た
ち
の
独
自
の
開
発
機
榊
を
確
保
」
し
よ
う
と
す
る
決
意
を
表
明
す
る
。
こ
の
共
体
的
手
段
と
し
て
宣
言
が
あ
げ
る
の
が
天
然
資
源
と
国
内
の
経
済
活
動
に
か
ん
す
る
国
家
主
権
の
行
使
で
あ
る
。
「国家・政府首脳は、それぞれの国が自国の発展のために最適であると考える経済的、社会的制度を活用する権利
をもつという不可談の原則に留意しつつ、天然資源と国内の経済活動にかんする国家主権を行使する不可讃の権利を
（９）
再確認する」
会が開催された。非伺脇諸国はこの総会に先立ち謎調整ビューロー会談を開いて検討を亜ねた末、新国際経済秩序の
原
則
を
明
記
し
た
「
新
国
際
経
済
秩
序
に
関
す
る
宜
言
と
行
動
計
画
」
を
提
案
し
、
特
別
総
会
で
採
択
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に、同年十二月の国連総会では、すべての国家があらゆる而での経済的自決権を行使する権利をもつことを明記した
「国家間の経済権利義務遜章」を、帝国主義国の反対をおしきって圧倒的多数で採択するという成果をあげた。こう
して、非同盟運動は、新国際経済秩序の構想を国連の場で確認させることに成功したのである。
七四年の国述特別総会、国連本会議での非同盟運動のあげた成果、七五年のインドシナ三国人民の勝利ののち、八
非同盟巡肋とその原則の発展
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一ハ
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
一一一一ハ
〃
に
ペ
ル
ー
の
首
都
リ
マ
で
附
雌
さ
れ
た
非
同
捌
諦
回
外
Ⅲ
会
識
は
、
そ
の
成
果
を
反
映
し
た
会
識
と
な
っ
た
。
外
川
会
議
は
ま
ず
、
ベ
（１）
トナム民主共和国、朝鮮民主主義人民共和国、、ハナマおよびパレスチナ解放機構（ＰＬＯ）の加盟を承認し、韓国の
加
捌
巾
諦
を
却
下
す
る
と
い
う
き
わ
め
て
注
Ⅱ
す
べ
き
決
定
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
決
定
は
、
非
同
盟
運
動
が
、
二
つ
の
朝
鮮
で
は
な
く
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
を
支
持
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
ｎ
年
の
国
連
総
会
で
の
朝
鮮
民
主
主
茂
人
氏
共
和
国
支
持
決
識
案
の
採
択
に
つ
ら
な
る
遮
要
な
決
定
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
の
加
肌
は
、
政
府
で
は
な
い
解
放
迦
動
組
織
が
始
め
て
オ
プ
ザ
（①】）
１
バ
ー
で
は
な
く
正
式
加
盟
と
な
っ
た
こ
と
で
砿
要
で
あ
り
、
同
様
に
国
連
総
会
で
Ｐ
Ｌ
Ｏ
に
国
迦
で
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
資
絡
を
与
え
る
決
訓
を
採
択
さ
せ
る
の
に
武
献
し
た
決
定
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
単
な
る
加
棚
間
脳
で
は
な
く
、
非
刷
Ⅲ
迦
動
の
発
展
を
示
（３）
すものであった。「当初は、アメリカとイスラニルに反対するのは少数にすぎなかった。」しかし、次第に反対国が多
（３）
政
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
非
同
Ⅲ
迦
動
全
体
が
「
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ラ
ス
に
反
対
し
、
械
民
地
主
筏
と
闘
争
す
る
」
と
い
う
考
え
方
に
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ところで、この外川会議では、「相互援助および連帯にかんするリマ計画」と題する宣言を採択したが、その政論
宣
言
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
非
同
盟
政
策
の
諸
原
則
を
要
約
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
「
帝
川
主
我
、
新
川
仙
民
地
主
我
政
簸
に
た
い
す
る
俄
極
的
反
対
、
い
ま
だ
解
放
さ
れ
て
い
な
い
諸
個
人
比
の
自
川
独
得
の
椛
利
、
自
決
と
独
立
の
権
利
、
す
べ
て
の
国
家
の
主
権
と
俶
士
保
全
の
尊
重
、
す
べ
て
の
国
家
の
平
等
の
権
利
、
国
際
的
諸
問
題
に
蔵
極
的
に
参
加
す
る
権
利
、
国
有
化
を
含
む
日
何
の
天
然
資
源
を
日
由
に
処
分
す
る
権
利
、
お
よ
び
そ
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
な
ら
び
に
文
化
的
発
展
の
手
段
を
完
全
な
向
山
の
も
と
で
決
定
す
る
す
べ
て
の
主
権
剛
家
の
椛
利
、
ま
た
経
済
的
進
歩
の
諸
成
果
か
ら
利
益
を
受
け
る
と
と
（４）
＄に、科学、技術革命の利益を盤得するすべての諸国人民の権利」
前述した第三回首脳会談で確認された原則との相違点は、「帝国主義、新旧植民地政簸に対する積極的反対」、「国
右
化
を
ふ
く
む
自
国
の
天
然
資
源
を
自
由
に
処
分
す
る
権
利
』
「
す
べ
て
の
国
家
の
平
等
の
権
利
、
国
際
的
諸
問
題
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
権
利
」
が
つ
け
加
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
五
年
間
の
非
同
盟
迎
動
の
発
展
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
非
伺
肌
運
動
が
、
帝
国
主
義
、
新
旧
杣
尺
地
主
我
と
対
決
し
て
民
族
自
決
権
の
確
立
、
と
り
わ
け
、
経
済
面
で
の
自
決
樅
の
確
立
の
た
め
に
迎
励
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
基
盤
に
し
て
、
平
等
で
民
主
的
な
新
し
い
国
際
秩
序
の
樹
立
と
い
う
目
標
を
か
か
げ
た
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
ま
た
、
外
川
会
談
は
、
第
四
皿
首
脳
会
識
以
後
、
非
同
盟
巡
助
が
中
心
と
な
っ
て
展
附
し
た
新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
の
た
め
の
巡
動
の
成采を総括して、「新国際紐済秩序を確立するための闘争は、帝国主識者たちが激しく抵抗し、その勝樅的地位を執
（ｏ０）
勘に守る造りとして自らすすんで放棄しようとはしないために、川難かつ複雑で長期間を要する節この解放川争Ｌであ
ると規定する。そして、この困難な第二の解放闘争に勝利するために、非同盟諸国の団結を強化し、それを中心にし
て
発
展
途
上
諸
国
の
連
勝
を
つ
よ
め
る
こ
と
の
政
要
性
を
強
調
し
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
課
題
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
て
、
リ
→
、
の外机会議は国述で新国際経済秩彫の原則が確認されたという状況のうえにたって、さらに、それを具体化する主体
的
努
力
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
第
五
回
首
脳
会
談
へ
ひ
き
つ
い
だ
の
で
あ
る
。
翌七六年八月、スリランカの竹都．、ソポで館五回非同盟諸恒首脳会談が開雌された。この首脳会議には、正式加
捌国八五ヵ国一解放組織、オブザー．ハーとして九ヵ国の代表のほか、多くの解放迎動組織も参加し、非同盟巡励が世
界
政
治
に
影
響
を
与
え
る
勢
力
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
た
。
南ベトナムを解放してのち、七六年七月統一して社会主義共和国を樹立したベトナムの首相ファン・パン・ドンは
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
三七
》」し」、塾
である。
された。
非
同
盟
運
吻
と
そ
の
原
則
の
発
展
三八
この首脳会談に初めて参加し、統一したベトナムの参加は、「人氏の独立と自山のための闘争と、非同盟諸国の運動
（６）
が
緊
密
に
結
〈
川
し
た
、
―
速
の
経
過
の
必
然
的
な
侃
結
で
あ
る
」
と
演
説
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ァ
ソ
・
ペ
ソ
・
ド
ン
は
、
経
済
的
独
立
を
達成し、新国際経済秩序を樹立するための非同盟諸国の阿争の意披をたたえ、「いま、いかなる時期にもまして、わ
れ
わ
れ
の
あ
い
だ
に
不
和
を
ま
き
ち
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
の
り
こ
え
て
、
団
結
を
わ
れ
わ
れ
の
股
商
の
利
益
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
他
の
民
族
に
と
っ
て
と
同
様
、
独
立
と
自
由
ほ
ど
貴
い
も
の
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
測
り
知
れ
な
い
価
値
を
も
つ
独
立
と
自
由
を
尊
敢
し
、
い
か
な
る
形
態
に
お
い
て
も
他
人
が
こ
れ
を
侵
犯
す
る
の
を
許
さ
ず
、
象
づ
か
ら
は
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
の
こ
れ
ら
の
椛
利
を
聯
飯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
の
思
想
と
意
志
の
一
致
こ
そ
、
非
同
盟
迎
励
の
（６）
特徴である」と述べて、大きな感銘を与嬉ｚた。
非
同
捌
迎
励
発
足
以
来
一
五
年
月
に
附
雌
さ
れ
た
こ
の
首
脳
会
談
で
は
、
こ
の
一
五
年
間
に
非
同
肌
迎
励
が
果
し
た
役
削
に
つ
い
て
論
議され、「政治宣一一一一ｍ」にその一致した見解が述べられた。政治宣言に述べられている非同盟運動の原則、役割、目標
（７）
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
非
同
盟
巡
動
は
、
帝
国
主
義
お
よ
び
他
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
外
国
支
配
に
反
対
す
る
勢
力
で
あ
り
、
す
べ
て
の
諸
国
人
民
の
自
由
と
自
決
の
椛
利
を
支
持
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
非
同
盟
運
動
は
、
い
ま
ま
で
多
く
の
人
氏
の
独
立
の
独
得
、
新
し
い
主
椛
国
家
の
川
汎
を
も
た
ら
す
氏
族
解
放
阿
争
の
発
展
に
武
献
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
今
後
も
、
依
然
と
し
て
「
新
植
民
地
主
雅
お
よ
び
（７）
同
様
の
形
態
の
支
配
か
ら
発
足
す
る
不
平
等
の
関
係
お
よ
び
支
配
と
た
た
か
う
こ
と
」
が
、
運
動
の
施
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
宣
一
言
第二には、非同盟運動は、バラソス・オブ。、ハワーに、もとづいて国際平和が可能になるとか、大国とのパワー。ブ
首脳会議は、シ
認したのである。
さ
ら
に
、
第
五
回
首
脳
会
議
で
は
、
第
四
回
首
脳
会
議
で
確
立
し
、
そ
の
後
、
国
連
な
ど
で
採
択
さ
れ
た
新
国
際
経
済
秩
序
の
樹
立
の
問
題
が
検
討
さ
れ
た
。
国
連
で
の
「
新
国
際
経
済
秩
序
に
関
す
る
宣
言
、
行
動
計
画
」
「
国
家
間
の
経
済
権
利
義
務
闘
争
」
の
採
択
は
、
非
同
盟
運
動
の
あ
げ
た
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
国
連
で
の
採
択
は
第
一
歩
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
が
問
題
で
あ
っ
た
。
首
脳
会
議
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
新
国
際
経
済
秩
序
の
樹
立
に
か
ん
す
る
数
多
く
の
決
議
が
各
種
の
国
際
会
議
で
採
択
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
実
行
を
し
め
す
も
の
は
何
も
な
い
。
新
国
際
経
済
秩
序
の
諸
原
則
は
ま
ず
（８）
ま
す
広
範
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
行
に
む
か
っ
て
の
進
展
は
微
を
た
る
も
の
が
あ
る
。
」
と
述
べ
、
そ
の
（８）
原
因
は
、
若
干
の
先
進
国
が
、
「
既
存
の
不
平
等
、
従
属
、
搾
取
の
諸
関
係
の
温
存
を
め
ざ
し
て
」
強
く
抵
抗
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
指適する。このような事態を打開するために、首脳会議は、天然資源、経済活動にたいして全面的な恒久主権を行使
し
、
国
有
化
す
る
権
利
を
も
つ
こ
と
、
多
国
籍
企
業
を
規
制
し
、
国
有
化
す
る
権
利
を
も
つ
こ
と
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
「
帝
国
主
義諸国によっておこなわれる封鎖、差別、ボイコット、圧力、脅迫、その他あらゆる形態の侵略を含む経済侵略にた
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
三九
ロ
ッ
ク
や
軍
事
同
盟
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
全
保
障
が
確
保
で
き
る
と
い
う
見
解
を
拒
否
し
、
世
界
を
敵
対
的
ブ
ロ
ッ
ク
や
勢
力
圏
へ
分
裂
す
る
の
を
防
止
す
る
こ
と
に
貢
献
し
、
緊
張
緩
和
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、
非
同
盟
運
動
が
新
し
い
公
正
な
経
済
的
、
社
会
的
、
政
治
的
国
際
秩
序
を
樹
立
を
め
ざ
し
て
お
り
「
民
族
独
立
と
平
等
、
相
互
信
頼
そ
し
て
正
義
に
も
と
づ
く
国
際
協
力
の
う
え
に
き
ず
か
れ
る
新
た
な
国
際
秩
序
の
発
展
」
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
非
同
盟
運
動
の
（７）
イニシアティブで「公正と正義にもとづく新国際経済秩序を創出しようという国際社会の決定をもたらした。」
首
脳
会
議
は
、
こ
の
よ
う
に
、
一
五
年
間
に
わ
た
る
活
動
を
検
討
し
て
、
非
同
盟
運
動
の
役
割
と
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
確
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
四○
いして、効果的かつ具体的な連帯活動を遂行し、政治的、経済的独立の闘争をおこなっている他のすべての発展途上
（９）
国
に
た
い
し
、
す
み
や
か
に
効
果
的
な
、
借
し
ゑ
な
い
支
持
を
す
す
ん
で
与
え
る
こ
と
を
確
認
」
し
た
。
これは、帝国主義側の妨害にたいして、非同盟運動を中心として発展途上諸国の団結を強化して対抗し、新国際経
済秩序の樹立をはかろうとするものであり、「発展途上諸国の集団的自立の精神の承が新国際経済秩序の実現を保障
（、）
で
き
る
」
と
い
う
提
起
に
つ
ら
な
っ
て
い
る
。
「集団的自立」とは、「集団交渉力の行使をつうじて国際的取引において自らの正当な経済的権利を確保しようとす
る
発
展
途
上
諸
国
側
の
固
い
決
意
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
…
…
ま
た
、
も
っ
と
も
重
要
な
点
と
し
て
、
そ
れ
は
、
金
融
、
技
術
、
質
（Ⅲ）
易
、
工
業
そ
の
他
の
分
野
に
お
い
て
、
発
展
途
上
国
間
の
協
力
の
巨
大
な
可
能
性
を
探
求
し
、
追
求
す
る
意
思
を
意
味
す
る
」
と
規
定
さ
れる。すなわち、染団的自立とは、まず、新国際経済秩序をめざす過程での様だの具体的課題の交渉において、発展
途上国が団結を強化して帝国主義と対抗することを指しており、さらに、経済のさまざまな分野で発展途上諸国が協
力
を
強
め
て
、
自
立
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
も
含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
前
回
の
首
脳
会
議
後
の
事
態
の
な
か
で
、
発
展
途上国のなかで産油国、非産汕国の間に矛盾が生じているだけに、それを調整しながら、全体としての団結と強化す
る方向を示したものとして重要な意味をもっている。
また、この首脳会議で「調整ビューローの構成と委任に関する勧告」が採択され、調整ビューローは、常設的な機
関
と
し
て
、
毎
月
一
回
、
国
連
代
表
レ
ベ
ル
に
よ
る
会
議
、
お
よ
び
毎
年
一
回
外
相
レ
ベ
ル
の
会
合
を
開
催
し
て
、
首
脳
会
議
、
外
相
会
議で採択された決定の実施のための共同行動を調整する任務をもつこととなった。また、前回首脳会議主催国が調整
（脳）
ビューロー議長をつとめることも決定された。これらのことは、すでに、第四回首脳会議以来実質的にはおこなわれ
ていることではあるが、首脳会議の場で確認したことによって、調整ビューローが正式に機関として確立され、非同
盟運動の一層の強化をもたらすことになったのである。
節五回首脳会談以後、非同蝋運動のなかに困難が生じてきた。一部の非同盟諸国の間に対立が生じ、それが武力粉
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
四一
一証
（１）この会議では、ベトナム民主共和国、南ベトナム共和国の二国が参加するが、翌年の南北ベトナムの統一により、第五回
首脳会談はベトナム社会主義共和国として参加した。
（２）アルジェリア、南ベトナムも解放闘争を遂行している時に正式加川したがいづれも臨時政府を樹立したうえでの加盟であ
った。政府を構成しない解放運動組織が加盟を象とめられたのはＰＬＯが始めてである。
（３）三一一』⑥：》・ロ・◎岸８５．急。
（
４
）
岡
倉
、
土
生
編
訳
、
前
掲
害
一
九
五
頁
。
（
５
）
同
書
二
○
二
頁
。
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世界政治資料四八七号三六頁’一一一九頁。
岡
倉
、
士
生
絹
訳
、
前
掲
書
二
二
八
頁
’
二
二
九
頁
参
照
。
同
書
二
五
四
頁
’
二
五
六
頁
。
同
書
二
六
一
頁
。
同
書
二
七
六
頁
’
二
七
八
頁
。
同
書
二
五
八
頁
。
同
書
二
六
○
頁
。
七
外
相
会
議
は
、
第
五
回
首
脳
会
議
後
の
「
国
際
備
勢
の
発
展
は
、
行
動
を
統
一
し
た
非
同
淵
運
動
が
、
現
在
の
諸
矛
盾
と
高
ま
る
世
界
（１）
の州立依存の状況のもとで、荻本的な国際問題を解決するうえで不可欠の要因であることをはっきり一不している。Ｌ
と
し
て
、
非
同
盟
運
動
が
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
の
打
破
、
民
族
解
放
運
動
の
発
展
、
新
国
際
経
済
秩
序
の
樹
立
、
顕
編
問
題
の
前
進
等
と
の
面
で
果
し
て
き
た
役
削
を
祇
極
的
に
評
Ⅲ
し
た
。
そ
し
て
、
ま
た
、
こ
の
過
樫
で
非
同
Ⅲ
迎
動
の
参
加
国
が
噸
大
し
外
相
会
議
に
世
界
の
三
分
の
こ
の
国
家
が
参
加
し
た
こ
と
は
「
非
同
盟
運
動
の
基
本
原
則
と
目
標
、
理
念
が
世
界
の
ま
す
ま
す
多
く
の
国
々
と
人
民
の
利
益
の
表
（１）
明、願望の象徴として一履受け入れられてきていることをあらためて証明している」と確認した。このことを前提に
し
た
う
え
で
、
外
相
会
議
は
、
非
同
盟
運
動
に
お
こ
っ
て
い
る
困
難
の
原
因
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
こ
の
非
同
盟
運
動
の
力
量
と
増
大
す
る
影
響
力
こ
そ
、
不
公
平
な
関
係
を
永
続
き
さ
せ
よ
う
と
す
る
勢
力
が
非
同
獅
諸
国
の
統
一
を
破壊し、その行動を限定、拡散し、非同Ⅲ政策全体の性格を変え、国際分野全般における非同盟運動の役割を弱める
（１）
こ
と
を
攻
撃
目
標
と
し
て
い
る
由
来
で
あ
る
。
」
そ
し
て
、
外
相
会
議
は
こ
の
よ
う
な
攻
撃
に
た
い
し
て
、
非
同
盟
運
動
の
基
本
原
則
に
争
に
ま
で
発
展
す
る
事
例
さ
え
も
あ
っ
た
。
木
釆
、
非
同
盟
諸
国
と
は
、
前
述
の
基
恥
に
合
致
し
た
外
交
政
簸
を
と
る
国
為
で
あ
り
、
社
会
体
制
、
政
治
体
制
を
異
に
す
る
国
家
が
共
通
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
連
帯
し
た
運
動
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
非
同
盟
諸
国
の
間
に
意
見
の
対
立
や
具
体
的
な
利
害
関
係
の
対
立
が
あ
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
対
立
を
利
用
し
て
、
帝
国
主
義
側
が
非
同
肌
巡
動
の
分
裂
を
蛾
し
た
り
、
社
会
主
義
の
な
か
で
の
対
立
が
影
響
を
与
え
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
。
第
五
回
首
脳
会
議
以
後
、
非
同
盟
運
動
は
、
新
国
際
経
済
秩
序
を
め
ざ
す
交
渉
や
国
連
軍
縮
会
議
の
開
催
な
ど
の
点
で
団
結
し
て
運
動
を
す
す
め
る
一
方
、
部
分
的
に
対
立
の
激
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
七
八
年
七
月
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
で
附
か
れ
た
外
相
会
識
は
、
こ
の
川
難
な
問
題
を
ど
の
よ
う
に
九
服
す
る
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
四
一
一
さらに、外相会議は、非同盟運動の統一を中心にして、充展途上諸国全休の統一を達成することが、「新国際経済
（３）
秩序の諸目標の達成にとって不可欠の前提条件」であり、「非同盟諸国および他の発展途上諸国の利益は集団的交渉
（３）
能力の強化を保証するこの統一によってのみ効果的に擁護しうる。」ことを硫麺心し、非同盟諸国と「七七カ国グルー
（４）
プ」をはじめとする他の充展途上諸国との統一の賦化がそれぞれの利益にも合致することを明らかにし、新国際経済
秩序樹立のために統一の強化をよびかけ訴えたのである。
これにたいし、一部の国☆はさまざまの間脳で会議を混乱させようとした。例えば、すでに第五回首脳会議の際決
定されていたキュー。〈での第六回首脳会談の開催を外相会議で再び剛題にし、キューバでのⅢ催に反対したことなど
（５）
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
・
な
策
動
は
成
功
せ
ず
、
結
局
、
ザ
イ
ー
ル
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
中
央
ア
フ
リ
カ
帝
国
、
ガ
ホ
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
四三
役割を果した。
したがって運搬をつよめ、行動を統一することの璽要性を強調したのである。
外州会議は、さらに、一部の非同盟諸国間で発生している武力紛争が非同盟諸国の統一を危くしている現状にたい
し、当珈国双方が平和的解決するよう要諦するとともに、当珈国の要諦があれば、非同捌迎助内部に特別グループを
（①】）
作って、交渉、仲介、洲停をおこない平和的解決へ導くのを援助するとの》魁向も肌らかにした。
こうして、外相会議は、外からの交渉、とくに大国の介入を排して非同盟運動内部の対立を自らの手で解決にみち
びくべく努力を重ねた。云うまでもなく、小国の集りである非同盟運動が世界政治のうえで影響力を発揮しうるの
は、具体的目標を追求して統一した行励をおこなったからである。したがって、内部の対立を平和的に解決して統一
を鹸化することは、非同捌迎励の発展にとって砿要な課題であった。外州会談は、その課題を達成十るうえで一定の
このような経過をふまえて、七九年九月三日からキューバの首都ハバナで第六回首脳会議が開催された。外相会議
か
ら
一
年
の
間
に
世
界
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
た
。
イ
ラ
ン
の
．
ハ
ー
レ
ビ
独
裁
体
制
は
打
倒
さ
れ
、
ニ
ヵ
ラ
グ
フ
で
も
ソ
モ
サ
独
裁
政
権
が
打
ち
倒
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
両
国
を
含
め
、
新
た
に
六
ヵ
脚
が
加
盟
し
て
、
九
二
カ
国
三
解
放
組
織
が
正
式
加
棚
、
さ
ら
に
、
一
二
ヵ
国
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し
、
世
界
の
三
分
の
二
を
こ
え
る
国
が
非
同
盟
巡
動
に
参
加
す
る
に
い
た
っ
た
。
鮒
六
回
首
脳
会
談
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
代
表
様
問
題
、
エ
ジ
プ
ト
の
資
枯
停
止
問
題
、
さ
ら
に
非
同
盟
運
動
の
原
則
を
め
ぐ
る
問
題
で
激
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
、
会
期
が
二
Ⅱ
間
延
長
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
会
議
は
、
も
っ
と
も
は
げ
し
く
論
議
さ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
代
表
権
問
題
で
は
、
調
整
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
特
別
委
員
会
と
な
り
、
八
一
年
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
る
次
期
外
相
会
議
に
報
告
を
提
出
し
決
定
す
る
。
そ
れ
ま
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
議
席
は
空
白
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
う
し
て
、
非
同
肌
迎
勅
は
、
意
見
の
対
立
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
充
分
な
論
識
を
、
ね
た
末
、
な
お
も
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
べ
く
一
定
の
期
間
そ
れ
を
た
な
上
げ
に
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
デ
ー
ビ
ッ
ト
合
意
い
ら
い
の
エ
ジ
プ
ト
の
行
動
が
ア
ラ
ブ
の
大
義
に
反
し
、
非
同
盟
運
動
の
目
標
に
反
す
る
と
し
て
問題にされていたエジプトの資格停止についても、カンボジア代表臓と同様、調整ビューローが特別委員会を櫛成し
て
、
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
行
為
が
ア
ラ
ブ
諸
国
と
り
わ
け
．
ハ
レ
ス
チ
ナ
人
民
に
与
え
た
損
害
を
検
討
し
、
次
期
外
相
会
議
に
報
告
し
、
外
相
会
議
が
エ
ジ
プ
ト
の
地
位
に
関
す
る
決
定
を
お
こ
な
う
こ
と
で
合
意
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
資
桁
停
止
問
題
に
つ
い
て
は
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
（６）
と
し
て
対
立
の
激
化
を
避
け
た
。
し
か
し
、
中
東
Ⅲ
題
全
般
に
関
し
て
は
、
政
給
迩
一
ｍ
お
よ
び
「
パ
レ
ス
チ
ナ
悶
題
に
関
す
る
決
識
」
、
ン
、
ソ
マ
リ
ア
、
カ
ソ
ポ
ジ
マ
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
非
同
盟
巡
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
四
四
（５）
ァ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
六
ヵ
国
だ
け
が
キ
ュ
ー
バ
開
催
に
強
力
に
反
対
し
た
に
と
ど
ま
り
、
外
相
会
議
の
大
勢
を
制
す
る
こ
と
（６）
「中東怖勢に関する決議」で、キャンプデービット合意とニジ．フト、イスラエル単独和平条約を非難し、中東問題の
核心は．ハレスチナ問題であり、．〈レス一一／ナ人民が自由な主権国家を樹立する権利をもつことが確認された。このこと
は
、
非
同
盟
運
動
が
、
ア
メ
リ
カ
の
主
導
す
る
中
東
和
平
構
想
を
全
面
的
に
拒
否
し
、
こ
れ
と
対
決
し
て
，
ハ
レ
ス
チ
ナ
人
民
に
よ
る
主
権
国
家
の
樹
立
を
中
心
と
し
て
中
東
問
題
の
解
決
に
あ
た
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
首脳会議は、各地の解放の運動の発展によるＳＥＡＴＯ、ＣＥＮＴＯの崩壊を歓迎し、解放運動への支援、軍事プ
画
ツ
ク
の
打
破
の
た
め
の
行
動
の
強
化
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
「
大
多
数
の
先
進
諸
国
の
頑
迷
な
態
度
に
よ
っ
て
実
現
を
妨
げ
ら
れ
て
（７）
艶
ご
た
」
新
国
際
経
済
秩
序
の
確
立
の
た
め
、
非
同
盟
諸
国
が
い
っ
そ
う
固
く
団
結
し
て
た
た
か
う
こ
と
が
緊
急
に
必
要
で
あ
る
と
訴
え
た
。
ま
た
、
軍
縮
特
別
総
会
の
成
果
に
も
と
づ
き
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
め
ざ
す
行
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
決
定
や
確
認
は
、
い
ま
ま
で
に
も
ま
し
て
、
帝
国
主
義
と
対
決
す
る
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
首
脳
会
議
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
非
同
盟
運
動
が
分
裂
寸
前
で
あ
り
、
一
つ
の
勢
力
と
し
て
意
味
を
も
た
な
い
も
の
に
な
っ
た
と
す
る
一
般
的
論
調
と
は
逆
に
、
非
同
盟
運
動
が
、
内
部
に
様
々
の
対
立
や
意
見
の
相
違
を
も
ち
、
外
部
か
ら
の
分
裂
紫
動
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
克
服
し
て
、
具
体
的
な
課
題
で
一
致
し
て
共
同
行
動
を
す
す
め
る
こ
と
を
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
決
定
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
今
回
の
首
脳
会
議
で
、
非
同
盟
の
原
則
に
つ
い
て
も
議
論
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
致
し
た
結
論
に
達
し
た
こ
と
は
、
非
同
淵
迎
動が原則的な点で意見の一致をかちとったことを示している。
政
治
宣
言
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「非同盟運動の真随が、その最初の諸原則および本質的性格であり、帝国主義、新旧植民地主義、アパルトヘイト、
非
同
捌
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
四五
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
印
四六
シ
ォ
ー
ー
ズ
ム
を
含
む
人
祇
主
義
な
ら
び
に
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
外
国
の
侵
略
、
占
領
、
支
配
、
干
渉
ま
た
は
珊
権
に
た
い
す
る
た
た
か
い
、
大国主義、ブロック政簸にたいするたたかいであることを再確認した。換一一一一ｍすれば、政論的なものであろうと、経済
的、軍事的あるいは文化的なものであろうと、国際関係における面接または間接の、あらゆる形態の従属、依存、千
（８）
沙、または介入、およびいっさいの圧迫を拒否するということである。」
首脳会議が非同盟政簸の真随として帝国主義、新川植民地主義、珊椛にたしする例い、大国主義、ブロック政簸に
たいする闘いの二点を確認したことは、非同盟運動がこの二つの闘いを中心にして統一して運動する意志を川らかに
したものである。このことは、非同Ⅲ運動が、内部の対立や意見の相述を克服して、基本課題の点でも統一左かちと
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
川
◎
さらに、政治立言はつぎのように非同盟政餓の諸原則を列挙し、その堅持を確認した。
。すべての国の民族独立と主権、領土保全、主権の平等、日川な社会発展。
。
大
国
間
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
対
立
や
影
響
か
ら
の
非
同
盟
諸
掴
の
独
立
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
噸
小
条
約
、
軍
事
同
盟
へ
の
不
参
。
帝
国
主
義
、
新
旧
柚
び
珊
権
と
の
た
た
か
い
。
す
べ
て
の
国
家
間
の
穣
極
的
平
和
共
存
、
平
和
と
安
全
の
不
可
分
性
・
他
国
の
内
政
、
外
交
へ
の
不
干
渉
と
不
介
入
・すべての国家が、威嚇、妨害、圧迫をうけることなくみづからの政治制度を決定し、経済的、社会的、文化的発
新
旧
植
民
地
主
義
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
含
む
人
稲
主
義
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
拡
張
主
義
、
外
国
に
よ
る
占
恢
と
支
配
お
ょ
宜筒はさらにこの荻水原川にもとづいて、班縮の達成、躯小何Ｍの澗域、樅氏地主波の絶斌、新国際経済秩序の硴
立
な
ど
様
な
の
分
野
に
わ
た
る
基
本
的
Ⅱ
標
を
列
筆
し
て
い
る
。
首脳会談の宜一一両では、非何Ｍ政簸の原則、Ⅱ標がその都度ふれられているが、節六Ⅲ首脳会識のように、非同盟政
策の木質、原則が論議の対象としてとりあげられ、政治宣言で基本原則、基本目標がこのように列挙されたのは、六
年間の空白と停滞ののち七○年に開催された第三回首脳会談いらいのことである。そして、今回確認された非同盟政
策の基本原則は、第三回首脳会議のそれと比べると、七○年代の非同盟運動の発展を反映して、はるかに豊富な内容
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
そ
れ
は
経
済
面
で
の
民
族
自
決
権
の
確
立
と
い
う
点
で
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
国
境
の
不
可
侵
性
な
ど
非
非
同
盟
運
動
と
そ
の
原
則
の
発
展
四七
腱
を
追
求
す
る
自
由
・新国際経済秩序の確立、平等にもとづく国際協力の発展
・植民地、外国支配下にあるすべての人氏の脚決権、氏族解放闘争への絶え主ない支援
・人権、基本的自由の尊重
・敵対的な軍事、政治同肌、ブロックへの世界の分割にたいする反対、勢力均衡や恐怖の均衡のような時代おくれ
・
人
権
、
基
本
的
自
由
・敵対的な軍事、政
の
ド
ク
ト
リ
ン
の
拒
否
・
天
然
資
源
に
た
い
す
る
恒
久
主
椛
・
適
法
に
確
立
さ
れ
た
国
境
の
不
可
侵
性
・
力
の
行
使
ま
た
は
威
嚇
を
し
な
い
こ
と
、
刀
の
行
使
ま
た
は
威
嚇
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
状
況
の
不
承
認
（９）
・紛争の平和的解決」
同
盟
諸
国
間
の
対
立
に
も
適
用
さ
れ
る
原
則
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
全
体
と
し
て
は
、
非
同
盟
連
動
が
帝
国
主
義
、
大
国
主
義
と
対
決
し
た
独
自
の
勢
力
と
し
て
、
追
求
す
べ
き
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
六
回
首
脳
会
議
が
、
意
見
の
相
違
を
克
服
し
て
、
具
体
的
な
行
動
に
お
い
て
一
致
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
帝
国
主
義
、
新
旧
植
民
地
主
義
、
大
国
主
義
に
反
対
す
る
基
本
路
線
を
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
確
認
し
た
こ
と
は
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
非
同
盟
運
動
が
、
七
○
年
代
の
成
果
の
う
え
に
た
っ
て
、
八
○
年
代
に
世
界
政
治
の
動
向
に
さ
ら
に
影
瀞
を
及
ぼ
す
た
め
の
土
台
を
き
づ
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（４）「七七カ国」グループとは第一回国述貿易剛始会議（ＵＮＣＴＡＤ）の終了に際して、七七の発展途上諸国が共同声明を発
表
し
、
今
後
の
協
力
を
約
束
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
Ⅲ
雌
伽
に
側
低
級
会
議
を
Ⅲ
い
て
意
思
を
統
一
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
に
の
ぞ
ん
で
い
る
。
（５）中央アフリカ帝国は当時、独裁者ポカサが王位につき帝国をなのっていた。七九年ポカサは追放され、現在は巾Ｉ矢アフリ
カ共和国となっている。カンボジアは、当時、ポル・ポト政権下にあった。
（６）宛⑦こ］の三○【旨（日。貝ご目一』【註】『⑭．ｚ○・『Ｓ・巳・ｇＩ『○・
（７）】す区己・９．
（８）】ワヨ己．ご・
（９）】ワ己己』①ｌｍＰ
'■、／面、'戸、グー、
Jﾊ§ﾊ３Ｊ庭
】ワーユ己。】①。
】ワコユ己・博①ｌｍＣｏ
同Ｉリリ岡
ｉｌｌ掛倉
、
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